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　小鳥のさえずりさえ聴こえない、しんと静まり返った朝だった。腕を伸ばせば指先は霧にのまれ、視界から消えてしまうほど濃く白い世界にあたりは包まれていた。ほとんど無風の状態で霧はゆっくりと低地へと流れていく。霧の出どころは広く大きな湖だった。晴れた日には澄み渡ったサファイアのように美しい鏡のような湖面を見せるが、夏には時折不気味なほどの濃霧を吐き出すことがある。

　濃霧の中、唐突に彼らは現れた。足元からつむじ風を起こして一瞬だけ自らの周囲だけ霧を掃う。ふわりと草の上に足を着いた男は銀の髪を揺らして顔を上げた。ゆっくりと開いた人間のものとは思えない朱色の瞳は、完全に開き切るまでに、すぐそばの湖のような冴え冴えとした青に変わっていた。翻っていた外套が遅れて彼の足元に落ち着く。

「ここが人間の世界なのか。何も見えないな」

　あたりに視線を巡らせながら、深い霧に眉をひそめる。

「ですから、クラトス様はあちらでお待ちいただくだけでよいと申し上げましたのに」

　山高帽を被った男が外套を羽織った銀髪の男を見上げて、笑顔を見せた。

「このメリエルめが、すぐにでも贄を捕らえてまいりますから、クラトス様はただお待ちいただければよいのです」

　帽子を押さえながら、男は目を細めると草地を歩き出した。

「我が贄にふさわしい清らかな魂をもった人間を、か」

「さようでございます」

　山高帽をかぶった男は足を止めて振り返った。

「いや、どうせなら俺の目にかなった人間がよい」

　銀髪碧眼の男――クラトスはメリエルの歩幅を大きく上回って彼を追い越す。冷たく湿った霧が彼の頬を撫で、銀の髪は艶やかに濡れそぼる。

「お、お待ちください！」

　慌てて駆けだしたメリエルは急に立ち止まったクラトスの背中に顔をぶつけそうになってすんでのところで回避した。

「どうなさったのですか？」

「……人間の匂いがする」

　クラトスは低い声で言ってから注意深くあたりに神経を張り巡らせた。それから、漂う霧の向こうにちらりと何かが動いているのを見つけた。

　ゆらゆらと動いているのは自らの意志ではなく、浮力の為だった。霧の立ち込める湖の縁のそばの水面に小さな体がうつ伏せの状態で浮かんでいた。

「死んでいるのか」

　濡れた草地へ無造作に膝をつく主人を見てメリエルはぎょっと両眼を開く。なおもクラトスは服が汚れることなどまったく気にした様子もなく湖に頼りなく浮かんでいる小さな体を引き寄せ、抱きかかえた。頬に張りついた長い亜麻色の髪の毛を指先で耳にかけると、あどけない少女のぐったりとした蒼白の顔が見て取れた。

「もう命の火が視えません。どんな魔法も効果がないでしょうね。こんな者は捨て置いて、早く贄を探しに行きましょう」

　懐から綺麗な薄い布を取り出したメリエルが濡れた主人の手にそれを差し出したが、彼は受け取らなかった。クラトスは小柄な少女の体の重みを腕に感じながら、その白い顔をじっと見つめていた。

「…………」

　ややあって、クラトスは少女を草地へと下ろした。クラトスの手を離れた少女の手足は力なく投げ出され、少女の顔は自らの重みでゆっくりと横へと倒れる。

「早く行きましょう。これで手遅れだとおわかりになったでしょう？」

　やっと先に進めるとばかりにメリエルが急がせる。だが、クラトスはその場からは動こうとはせず、自らの左手を胸の上にかざし、さらに右手をその上に重ねた。たちまち彼の澄んだ青色の瞳が紅蓮の炎のような赤に染まる。攻撃的な眼差しとは対照的に蛍火のような柔らかな光が、ふわりと彼の手の中に灯る。それと同時に、目を閉じて俯いたクラトスの長い前髪が光と共に柔らかく巻き起こった風になびいた。

「何をなさるおつもりですか！」

　メリエルはそう言いながらも、半ば彼がしようとしていることに気づいていた。言い終わらないうちに慌ててハンカチを放り出して彼の行いを止めに入ろうとしたが、それはクラトスの冷たい視線によって遮られた。

「クラトス様――」

「メリエル……。決めた、俺はこの人間を贄にする」

　口元に笑みを浮かべ、獲物を見つけた狼のような鋭い視線が足元に横たわる少女を見つめている。そしてゆっくりと屈み込み、握りしめていた左手の拳を開く。クラトスの掌には細長い水晶のようなものが乗っていた。それは透明でもあり、中は水のようなもので満たされているのか淡い虹色のものがゆったりと揺蕩たゆたっていた。

「確かにクラトス様の魔力で創り上げた命の種ならば、この者の命を繋ぎ止めることは可能でしょう。ですが、贄にするには器が小さすぎるのではありませんか？」

　そばでおろおろするメリエルを横目に、クラトスはその結晶を少女の体の上に置いた。それは溶け込むように体の中に吸い込まれていき、跡形もなく消えてしまった。しかしクラトスが目を凝らせば、それが少女の体内で美しく輝いているのが視える。ほとんど消えていた命の火が再び燃え上がってくるのが視えた途端に、少女が大きく咳き込んで、肺に溜まっていた水を吐き出した。

「もちろん、今のままでは贄として不十分だ。成長するまで待つ」

　苦しそうな少女の背に腕を挿し込んで起き上がらせたクラトスは、メリエルを見上げて面白そうにくつくつと笑った。その双眸からは炎が消え、再び深い青に戻っていた。

「は……。お、お言葉ですが成長するのに何年かかるとお思いですか」

　声を震わせるメリエルのこめかみに筋が浮きあがる。その様子にもクラトスは涼しい顔をして少女を抱き上げる。

「たかだか十年といったところだろう。最近退屈していたところだ、人間の暮らしを味わってみるのも一興かもしれん」

「そんな悠長な……」

「命の種は俺の魔力を削って生み出したもの。今のままでは闇の世界に帰る為の力が足りない。つまり必然的に俺達はこちらの世界で時を過ごさねばならない」

　メリエルの顔色が一瞬にして赤から青に切り替わる。

「今すぐ命の種を取り出して下さい！」

「無理だな。体内に癒着した種を取り出すのは命の花が咲いた時だけだ。十年待て」

　クラトスはメリエルの反応を楽しむように軽く笑い飛ばした。

「わ、笑い事ではありません……！　まったくあなたという人はいつもそうやって気まぐれを起こして……！　ついてこなければよかった」

　なおもメリエルの喚き散らす声が森の中をこだましていたが、クラトスの耳には入らなかった。

「十年後が楽しみだな」

　目を閉じたままの少女に呟きを落とし、クラトスは涼しい目元を細めた。
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　シュレイア国の北東のルベルマン地方にポルニアという小さな町があった。礼拝堂を中心にして円形に築かれた街並みには、どこを見ても色とりどりの花が飾られていた。中でも一番華やかなのは、大通りの角に建っている家だった。壁一面が緑色の蔦の葉で覆われていて、一見すると魔女の住み処と間違われてもおかしくない外観をしていたが、夏の訪れとともに軒下に並べられた鉢植えには赤や青、黄色の鮮やかでなおかつ大小さまざまな花で彩られ、通りかかる人々の心を明るくさせていた。その家の大きな扉の上には、古い看板がかけられており、『ルコリスの花屋』と書かれている。

　太陽が顔を覗かせ家々の屋根を明るく照らし始めると、ルコリスの花屋の扉が開く。扉を開けたのは、若い女性だ。絹のように滑らかな長い髪を一つに結い下ろし、エプロンを身につけた彼女が水差しを抱えて外へと出る。同じく早起きしたパン屋の主人が雨どいを外しながら、花屋の向かいから彼女の姿を眺めている。犬を連れて早朝の街並みを散歩する者も彼女の纏う可憐な空気に見惚れて立ち止まり、先に進もうとしていた犬が不思議そうに主の顔を見上げている。が、その光景は今日初めてのことではなく、毎朝繰り返されているポルニアの大通りの定番であった。彼女の姿を認めて目を奪われない者はこの町にはいない。

「気持ちのいい朝だわ。今日も暑くなりそう」

　そんな事実があることにもまったく気がついていないのは当人だけで、彼女は真っ青な空を仰ぎ、半袖から伸びる白く細い腕を顔の上にかざしながら、陽の光に目を細めると、水差しを抱えなおして軒下に並べられた鉢植えに少しずつ水を手ですくってかけ始めた。

「みんな元気そうね」

　翡翠色の瞳を輝かせて、まるで自分の子供をかわいがるように優しく微笑みながら、慣れた手つきで丁寧に一鉢ずつ水やりを繰り返す。

　彼女の指先から最後の一滴が花びらに零れ落ちた。弾けんばかりに膨らんだ透明な雫は真っ赤な薄い花弁を揺らしながら滑り落ち、乾いた土に染み込んでいった。

「これでよし、と」

　彼女は一仕事終えたとでもいうように小さく満足げに息をついて屈んだ腰を伸ばす。がらがらと規則正しい車輪の音が聞こえてきたのはその時だった。同時に石畳の上を軽やかに蹴り上げる馬の蹄の音も耳に届く。

　顔を上げて頬にかかった亜麻色のおくれ毛を耳にかけ、音の方に視線を巡らせれば、山の方から黒い大きな影が見えた。

「こんな朝早くから珍しい」

　影はあっという間に形になり、二頭の黒い馬に大きな客車を引かせたその馬車は、すぐに彼女にも確認できた。緻密な細工が施されている客車は、一目で身分の高い人間の為のものだということがわかる。さらに言えば、山の方から下りてくる人間でこのような高級な馬車に乗る人間は限られている。

「アウレストリ公爵様……」

　山の上に建つ城に住まうアウレストリ家は、古くからこの地方一体を治めている由緒ある貴族で、人々からはルベルマン辺境伯とも呼ばれていた。彼の所有する馬車がごくごく稀に夕暮れ時に町の中を横切り、どこかへ出かけるところは見たことがあったが、早朝に町に下りてくるのを目撃するのは初めてだった。と言っても、ここ何年も客車には厚いカーテンが引かれていて、中に乗っている人間がはたして公爵本人なのか町の人々が確かめるすべはなかった。何世代にも渡って、この地を統治しているというのも風のうわさでしかない。それでも、この地方一帯が他国の脅威を受けず、穏やかに過ごせるのはアウレストリ公爵の力だと人々は畏れとも感謝ともいえる感情を抱き、深く詮索することはなかった。

　馬車が近づき、彼女は慌てて頭を下げる。通り過ぎてから顔を上げようとしたが、馬の嘶きと共に車輪の音も蹄の音も彼女の前で止んでしまった。何か咎められるようなことでもしただろうかと彼女はどきりとする。恐る恐る顔を上げると御者が下りて、客車の扉を開けるところだった。

「ここで間違いないようですね」

　扉に手をかけ腰をかがめて出てきた男は黒い山高帽を片手で押さえて、平らに均された大通りの石畳に足をつけた。上着から靴まで全身が黒で統一された男に、彼女が連想したのはカラスだ。その中で青白い顔だけがやや浮いて見え、吊り上がった眉に細い目は神経質そうな印象だった。その彼が彼女の方を真っ直ぐに見据えながら歩み寄って来たので、彼女はどうすべきか迷った。

「そろそろ、花を咲かせてもらいましょうか」

　瞳が弓なりに動いたのを見て、彼女は男が笑っているのだと気づいた。

（この方が公爵様……？）

　不安そうに水差しを抱きかかえた彼女の足が一歩後退する。涼しい山風が肌を撫でていき、全身が粟立つのを覚えた。

「まだ蕾だというのにすでにこの甘い芳香……」

　男のつぶやきを聞いて、彼女は自分の後ろに咲き乱れる花々をちらりと見た。ただ花を買いに来ただけなのかもしれないと彼女は少しだけ体から力を抜く。

「あの、何かお花をお探しですか？」

　思い切って尋ねると、男の足がぴたりと止まり、片眉だけを綺麗にゆがめて見せた。

「純真でありながら強い惑いの力をもった、この世に一つしかない花……」

「え……ええっと……」

　低く抑揚のない声は聞き取りにくかったが、彼女を困惑させたのは、その声よりも紡がれた言葉の方だ。

「世界に一つしかない、花……？」

　最初の呟きから、花の名前や印象を想像していた彼女は、オウム返しにそう呟いて曖昧に首を傾げた。そこへ、店の中から大きな足音が響いてきて、扉が勢いよく開かれた。

「シエラ。さっき馬車の音が……」

　片腕に花鉢を抱き、もう片方の手で戸口を押さえて立ち止まったのは、年配の女性だ。よほど慌てて外へ飛び出してきたのか、薄緑色のゆったりしたワンピースの裾が大きく広がった。彼女は店の前に停まっている馬車を見て目を丸くする。

「ルコリスおばさん。ちょうどよかったです」

　絶句しているルコリスにシエラはホッと表情を緩めた。

「この方がお花を探しているみたいなんですが、私ではよくわからなくて……」

　男はルコリスを見ると小さく舌打ちしたが、女性二人には気づかれなかった。

「まあ。では早く呼びに来てくれればよかったのに」

　ルコリスはシエラに苦笑してみせると、柔らかな笑顔で男の方に向いた。

「私がこの花屋の店主のルコリスです。どんな花をご希望でしょうか？」

　店にある花は普段町の人々が家の軒先で育てるものがほとんどだった。季節に合わせて綺麗に花をつけるようにルコリスの店で丁寧に育てたものを人々は買っていく。枯れれば土の手入れをし直したり、どうすれば花が長持ちするのか助言したりするのがルコリスと、そこで働くシエラの仕事だった。

「あなたが店主でしたか。これは失礼いたしました。わたくしはアウレストリ公爵の従者でメリエルと申します」

　メリエルと名乗った従者が丁寧な仕草で頭を垂れる。

「それで、どんな花を……？」

　つられて頭を垂れたルコリスは、姿勢を正しながら上目遣いに問い掛けた。

「まずは、店の中を見せていただきたい」

　メリエルはルコリスの質問には答えず、開け放たれた扉の向こうに目を凝らすような仕草を見せる。貴族が望む花が果たしてここにあるのだろうかとシエラは首を傾げた。特にアウレストリ公爵の城の中庭には広大な薔薇園があるとも聞く。

（こんな小さな町の花屋にわざわざいらっしゃるなんて、公爵様はきまぐれな方なのかしら）

　シエラは疑問を抱きながら、顎に手を当てて何かを思案しているメリエルを見つめた。

「ご要望のものを、お持ち致しますが――」

「いえ、そんな手間は取らせません。店の中を見せて頂いて、それで決めたいのです」

　彼は何かを決めたらしく音を立てて両掌を合わせると、薄い唇で笑みを作り、ルコリスの方へ近づいて行った。彼がどういう花を買っていくのか興味を持ったシエラも彼の後に続いて店の中へ入ろうとしたがメリエルに掌で制止された。

「あなたはそこで待っていてください」

　若い自分では役に立たないと思われたのだろうとシエラはため息をついて頷いた。扉が閉まり、シエラは少しだけ寂しい気持ちになった。幼い頃親に怒られて家を放り出されたことがある。今ではどうして怒られたのか、そのあとどうやって家の中に戻ったのか覚えていないが、あの時の堪らない寂しさとわけのわからない恐怖感が今でも時々夢に出てきて、翌朝の気分を下げることがある。今朝も同じ夢を見ていつもより早起きしたために花に水をやろうと思ったのだった。

「シエラ」

　扉が開いて彼女はハッと我に返り、戸口から顔を見せるルコリスと目を合わせた。

「はい」

「お花が決まったようなんだけど、どうしても二つ持っていきたいんですって。だからあなたに一つ持っていただきたいんですって」

　ルコリスの言葉にシエラは目を瞠みはった。慌てて店の中を覗くと、真ん中に置いてある使い込まれた広いテーブルの上に鉢植えの花が二つ置いてあった。

　細長い茎の先端の方にいくつも香りの強い白い花をつけているものと、枝分かれした針のような細い葉が特徴的で水色の花弁が二重に開いているものがメリエルの前に置いてあった。どちらも個性的で今が一番きれいに咲きそろっている二つの花々はシエラも好きだった。

「途中で鉢を倒したりしたら大変ですからね。申し訳ありませんが、手伝っていただきたいのです」

　外の眩しさに目がくらんだシエラの瞳にはメリエルの細かな表情までは見えない。彼のどこか寒々とした雰囲気が苦手だったが、断る理由も見つからず、彼女は頷くしかなかった。

「わかりました」

「じゃあ、待たせるといけないから早くそのエプロンを脱いで」

　ルコリスに言われ、シエラは腰に手を回して結び目を解いて、脱いだエプロンをルコリスに手渡した。毎日それを身に着けて作業することが多い彼女は、何だか物足りないような落ち着かない気持ちになった。

「立派なドレスでもあればよかったんだけどねえ……」

　ルコリスはふくよかな頬に手を当ててシエラを眺める。白い半袖のブラウスに生成り色のワンピースの裾をちょっと摘まんで見せたシエラは肩をすくめた。

「おばさんったら。お花を届けるだけですよ」

　ふふっと笑ったシエラは、店の中に入ると、白い花の鉢に手を伸ばしたが、メリエルに止められる。

「これはわたくしが持ちましょう。あなたはそちらをお願いします」

「茎が折れやすいので、私が持った方が……」

　差し出した手から逃れるように離れたメリエルが、首を横に振る。

「いえいえ。この花はとても香りが強い。もうひとつの花の香りから気を紛らわすために少しでも近くにおいておきたいのです」

「もうひとつの花……？」

「ええ、そうです。完全に開花する前でさえこれでは、ね？」

　含み笑いを浮かべるメリエルを見て、シエラは愛想笑いを浮かべた。満開となった花は確かに甘く複雑な香りを漂わせているが、メリエルが話しているのはまるでそれとは別の花のことのようだ。それにもうひとつの花とは、どういう意味なのだろう。なにか胸に引っかかる感じを覚えたが、あれこれ質問するのは失礼に当たるかもしれない。そう思ったシエラは黙ってもう一つの鉢植えを手に取り、メリエルの後についていった。

「じゃあ、いってきます」

　膝の上に鉢植えを抱えたシエラは、扉が閉じる前にルコリスに向かって手を振った。手を振り返したルコリスの顔が少しだけ曇ったのが気になったが、それ以上の会話は許されず、あっさりと扉が閉じられてしまった。

　カーテンがぴったりと引かれているせいで、馬車の中はほとんど真っ暗だった。こんな状態ではなにも見えない。苦心して座席に腰を落ち着けながら、シエラはメリエルに問い掛けた。

「どうしてカーテンを閉めたままなのですか？」

「目的地へ移動するだけです。カーテンを閉めているからといって不便はないでしょう？」

　即答するメリエルは、まるでこの暗がりの中でも不自由なくものが見えているような口振りだ。

「でも……」

　暗がりの中でも馬車が動き出すのが御者の振るう鞭の音と座席の振動でわかった。舌を噛まないように言い掛けた言葉を呑み込み、シエラは座席に背を預けて鉢植えを抱え直した。

「……でも、これでは外が見えないと思うのですけど……」

　動き出した馬車が揺れるたび、カーテンの隙間からちらちらと陽の光が入ってくる。その光のお陰もあって、少しずつ目が慣れてきたシエラは、隣にいるメリエルの姿を確認しながら先ほど言い掛けた言葉を呟いた。

「必要ありません。外の世界に興味はありませんから」

　メリエルはシエラの顔も見ずに花に顔を埋めるように近づけ、面白くもなさそうな声で答えた。

（やっぱりこの人、苦手……）

　重苦しい沈黙と客車に充満する甘く優雅な花の芳香に包まれて、シエラは何とも言えない気分になった。時々メリエルが零す満足そうな長いため息を耳にして、彼はよほどこの花が気に入ったらしいとシエラは思った。

　馬車の揺れはシエラの緊張を少しずつ解し、暗い空間は眠気を誘ったが、眠って鉢を落としてしまわないようにという責任感で、何とか眠りの縁で彼女は耐え続ける。そんな彼女の隣で、メリエルが嘆息した。
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　馬車が停止し、客車の扉が開かれた時には、シエラは心底ほっとした。太陽がすでに高く昇って強い日差しにくらくらと眩暈を覚える。御者の手を借りて馬車から降りたシエラは目の前に建つ古城を目にして言葉を失った。頑丈そうな外壁は苔生こけむしていたが、その力強い存在感が雄大な時を過ごしてきた歴史を感じさせる。城の門から入り口までは広い庭園になっているものの、そこに薔薇は見当たらず、少し寂しい感じがしたのは花をつけている植物が一つもないからだとシエラは気がついた。庭園には誰の姿も見えない。そばにはこんもりとした森の木々がさわさわと風に緑の葉を揺らすも、不思議と鳥のさえずりや虫の声などは聞こえなかった。

「こちらです」

　メリエルに促され、シエラは慌てて鉢を抱えて彼の背中を追いかけた。細い葉が頬に擦れてくすぐったかったが、笑い声でもあげれば彼に睨まれそうな気がして、何とか彼女は唇を引き結んで我慢した。

　城の入り口まで来て、扉を開けたのはメリエル自身だった。中はしんと静まり返り、人の気配がほとんどしない。空気も外と大きな差があり、焼けるような日差しを浴びた腕に、ひやりとした空気は気持ちがよかった。壁に備え付けられた燭台の火がちろちろと燃えているということは、誰かがそれを着けたということだが、廊下にも、階段の上の二階部分の通路にも人影は見えなかった。

（どこに行くのかしら？　他の使用人を呼んだりしないのかしら）

　歩みを止めないメリエルに、シエラは首を傾げたが、城の中庭に出た所でようやくメリエルは足を止めた。

「少しここで待っていてください」

　メリエルは鉢植えを地面に置くと、上着に付いた土を軽く払った。

「はい……」

　一人で勝手に帰れるはずがなく、そう答えるしかないシエラは、重い鉢植えを静かに地面に置き、メリエルが再び城の中へ消えていくのを見送ってから、中庭を見渡した。そこには小さな野草が生えているだけで、あまり手入れがされていないようだった。

「庭師の方は雇っていないのかしら。花を欲しがるくらいだから、お庭が好きなのだと思っていたのに……」

　残念そうにつぶやいて、彼女はゆっくりと雑草の生い茂る庭の中心へ足を踏み入れた。遠くからはよく見えなかったが、真ん中には円形の噴水があった。しかし水は涸れ、まったく機能していない。

「庭がこんな状態だから新しい花が欲しかったのかしらね。それなら庭師を雇えばいいのに」

　そこまで考えた彼女はハッとした。もしかしたら庭師を雇う資金がないのかもしれない。そして城の中に人影が見えないことを考えると、他の使用人を雇う余裕もないのかもしれないと彼女はまだ見ぬアウレストリ公爵のことを思い遣った。

「そもそも公爵って何歳の方なのかしら。奥さまにも先立たれて、一人で寂しい思いをされていたりして……」

　涸れ果てた噴水に手をついてしゃがんだシエラの上に背後から影が落ち、どきりとする。

「お前、なぜここにいる？」

　メリエルのものとは違った低くよく通る男の声にシエラは肩を縮めて振り返った。

「申し訳ございません、私は……！」

　相手の顔もよく見ずに、シエラは立ち上がって頭を下げた。勢いで後ろに一つに結んでいた癖のない真っ直ぐな髪が胸の前に垂れた。許可なく城に入ったわけではないことを説明しようと口を開いたところをメリエルの声に遮られる。

「わたくしが連れてきたのです。命の種を植えた贄の顔を忘れたわけではないでしょう？」

　メリエルがゆっくりとした足取りで噴水の方へ近づいてくる。シエラは彼の言葉の意味がわからないまま顔を上げた。雑草を踏み倒して歩み寄ってくる青白い顔は嬉しそうに口角を上げていた。

　それに比べて、彼女の正面に立っている背の高い男は眉間にしわを寄せて難しい表情を作り、氷のように澄んだ青い瞳でメリエルを睨んでいる。襟元まで伸びた銀色の髪は太陽の光を受けてなお輝きを増していた。シエラはこれほどまでに美しい男性を見たことがなかった。陶器のように滑らかな肌質も、まるで計算されたように完璧なまでに整った顔つきも、先ほど耳にした心に染みるような低くて落ち着いた声色も、どこをとっても彼に敵う人間はこの世にいないかもしれないとシエラは思った。全身黒づくめのメリエルとは違って、白いシャツに上品なクラヴァットを締め、細やかな刺繍の入ったジレに同じく細やかな模様が施された長いコートを羽織っている。真夏の日差しの下でも涼しそうな顔をしているところをみると、暑さを感じさせない高級な素材で作られているのかもしれないと彼女は思った。

「命の種？　贄って……？」

　突然現れた男の正体も気になったが、メリエルの言葉も引っかかった。

「お前には関係のない話だ」

　冷たい瞳が彼女を見下ろし、シエラはずきりと胸が痛んだ。確かに勝手に庭に足を踏み入れてしまったことは悪いことかもしれないが、それだけでここまで冷たくあしらわれるとは思ってもいなかった彼女は、肩を落として俯いた。

「さっさと町へ帰るんだな」

　そう言って背を向けて歩き出した男に向かって、メリエルは視線だけを動かして口を開いた。

「クラトス様。恐れながらこの娘にはしばらく城に滞在してもらう予定でございます」

　メリエルの言葉に男が足を止めた。

「どういう意味だ？」

「見てのとおり我がアウレストリ家自慢の美しい庭は荒れ果ててしまいました。じきに薔薇園の方も同じ有様になるでしょう。そうなる前に、この花屋の娘に庭の手入れと新しい花園を造る仕事をしてもらうのです。花屋の店主から許可は貰っています」

　メリエルは青空に似合わないじっとりとした笑みを浮かべた。

「おばさんの……？」

　思わずシエラは呟く。

「どうせ大金でも握らせて娘を買ってきたのだろう？」

　鼻で笑い飛ばすクラトスの言葉にメリエルはにやにやと笑っているだけで、否定しないことにシエラはショックを受けた。

（おばさんが私をお金で……？　まさか、嘘でしょう……）

　問い詰めたいのに、喉の奥がひきつって声が出なかった。

「勝手にすればいい」

　コートの裾を翻して、クラトスは広い歩幅で城の中へ溶け込むように姿を消してしまった。

「だ、そうです。明日からよろしくお願いしますよ」

「私はそんなこと聞いていません！　今すぐ帰ります。あの人だって怒ってたじゃない」

　クラトスの冷たい視線を思い出してシエラは再び胸が締め付けられるように痛むのがわかった。初めて会った見知らぬ人間の態度など気にしなければいい、それなのに切なく苦しい感情が湧いてきて目の奥が熱くなってくる。

「気にすることはありません。あなたは近いうち美しい花を咲かせるでしょう。クラトス様もその花の前ではあんな態度はとれませんよ」

　含みを持たせた言い方にシエラはムッとした。

「さっきの贄がどうとか、教えて貰えませんか？」

「教えるもなにも、そのうち嫌でも知ることになりますよ。その身をもってね」

　舐めるような視線に嫌悪感を覚え、全身が粟立つのを感じた。

（機嫌の悪いご主人様に気味の悪い従者……）

　心の中で文句を言ってから、ため息をついた彼女は自身の周囲を見回した。生い茂る雑草を刈るだけでも一日や二日では終わらないだろう。ましてやまだ見ぬ薔薇園がどのような状態なのか、想像するのも恐ろしかった。
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　城には幸いにもクラトスやメリエル以外にも住んでいる人間たちがいたので、シエラは少し安心した。公爵家の人間というのはどうやらクラトス一人のようで、その為に使用人も最低限しか雇っていないのかもしれないとシエラは想像した。

「やっぱり迷惑なんじゃないかしら……」

　昨晩の食事はクラトスと同席するようにとメリエルに言われたが、肝心のクラトスが姿を見せなかった。そのせいで、クラトスからやはりよく思われていないのだと感じて気分が重くなる。

「はぁ……」

　与えられた部屋で一夜を過ごし、いつもと同じように早くに目が覚めたが、朝からそうしてため息ばかりが零れている。

「でも、帰るためにはやるしかないのよね……」

　呟きながらシエラは、小間使いの女性が昨日のうちに用意しておいた新しいワンピースに袖を通す。

「わ……、なんて柔らかいの」

　とろみのある滑らかな生地は肌がするすると滑っていくようだった。品の良い深いえんじ色の服は町で見かけることがないせいか、果たして自分に似合うかどうかもわからなかった。しかし、どうにか胸下から腹部にかけて紐を結んで体裁を整えると、気持ちが弾んで思わず部屋の真ん中でくるりと回転した。静かな衣擦れの音とともにワンピースの裾が綺麗に広がり、それだけで彼女の口元に笑みが浮かんだ。

「こうなったら、綺麗な花を咲かせて、公爵様を笑顔にしてみせるわ」

　一人でつぶやくと、部屋を出て、少し迷いながらも昨日の荒れた中庭に向かった。庭の端にある小屋の中に手入れをするための道具があると小間使いに聞いていたので、彼女は真っ直ぐにその小屋に向かって行った。

　入り口の鍵は壊れていて、扉の蝶番も一つが錆び付いて取れかけている。一体いつからほったらかしにしているのだろうと不思議に思った。口元に手を当てて舞い上がる埃をなるべく吸わないように目を細めて、彼女は鎌を探した。小屋の中は煤と埃とおまけに蜘蛛の巣が張り巡らされていたが、幸いにも道具は整然と並べられていたのですぐに鎌は見つかった。刃先が少し錆び付いていたが、雑草を刈るくらいなら大丈夫だろうとそれを手に取って外に出てきた。

「どこから手を付けようかしら……」

　広い中庭の奥まで眺め、そこで視線を止める。

「昨日は奥まで行ってみなかったから、どんな具合か見ておかなくちゃね」

　土の状態で育てられる花も変わってくる。日陰を好む花もあれば、乾いた明るい場所でよく育つものもある。

「今は暑過ぎるから種を植えるのは秋になるわね。まさかそれまで滞在しろなんてことにはならないわよね」

　生い茂る草を踏み分けながら笑ってみたものの、メリエルならさも当然のようにそう言いかねないと顔を歪めた。

「公爵様を笑顔にしてみせたいけれど、でも……」

　さすがに今の状態でそんなにも長い間城に滞在し続けるのはためらわれる。それに、自分が不在の間の店のことも気に掛かった。

「おばさんが私とお金を引き換えにしたなんて嘘よ」

　メリエルの言った言葉が思い返されてそれを否定するように呟く。

「早く立派な庭を造って、帰るんだから」

　そう考えると、夏に種を植えても育つ植物を選ぶ必要があるだろう。ひとまず庭を整えて、後からまた他の花を植えにくればいい。そう冷静になって考えると、方法はいくらでもあるように思われた。

「そうと決めたら頑張らないとね」

　シエラは中庭の奥まで来ると、腰をかがめて草を刈り始めた。初めは借り物の服を汚したらどうしようかと心配しながら作業していたが、一向に減らない雑草を刈り続けているとそれもだんだんどうでもよくなってきた。草を掴んで鎌をかけ、根元から刈り取る。恐らくこれだけ雑草の勢いがいいということは土壌の状態もよいのだろうと思い、どんな花の種がいいかと考えながら、ひたすら同じ作業を繰り返した。

　草の根に太く朽ち果てたような木の枝を見つけて、遠くに放り投げようと何の気なしにそれを掴んだ時だった。腐った木とは違うひんやりとした感触にシエラは思わず悲鳴を上げてしまった。

「きゃあっ！」

　パッと手を離すと、それはぼたりと地面に落ち、身をくねらせながら鎌首をもたげて、牙を剥いた。紫と茶色のまだら模様に、開いた口からは赤く細い舌がちろちろと覗いている。

「あ……、あ……」

　驚いてその場に尻もちをついたシエラに向かってその毒蛇は鋭い牙を見せたままにじり寄ってくる。

「ごめんなさい、わざとじゃないのよ」

　言っても無駄だと思いながらも、ゆっくりと後退しながら謝ってみた。足が震えて立つことができない。蛇は怒っているのか、シエラに狙いを定めたまま、今にも飛びかかろうとしていた。

「誰か……、誰か助けて！」

　もう逃げられないと目を閉じて叫んだその時、ざっと一陣の風が吹き抜けて彼女の前髪を乱していった。顔の前に腕をかざした彼女の頭の上に静かな声が降ってきた。

「もう大丈夫だ」

　その柔らかな低音の声にシエラはどきりとして顔を上げる。

「あ……アウレストリ公爵、様……」

　彼女の傍に立っていたのは不機嫌そうな顔をしたクラトスだった。それから凶暴な蛇の存在を思い出し、ハッとあたりを見回したが蛇はどこにも姿が見えなくなっていた。

「あれ、蛇は……」

「だから、大丈夫だと言っただろう」

　目を閉じていたのでよくわからないものの、どうやらクラトスが助けてくれたということだけは理解してシエラは安堵の息をついた。

「ありがとうございます」

　立ち上がって頭を下げなければと思い、地面に手を突くが、すっかり腰から下の力が抜けて立つことができない。

（どうしよう、やっぱり役に立たない人間は帰れなんて言われたら……）

　首を竦め、俯く彼女の前に白い手袋をはめたクラトスの手が差し出された。その手とクラトスの表情のない顔を交互に見てから、そっと手を重ねた。華奢なその手をクラトスに力強く掴まれて引き起こされ、反動でふらついた腰に反対の手を回されて支えられる。

　よろめいて図らずもクラトスに抱きついてしまったシエラは頬が燃えるように熱くなるのを感じた。手袋をしていても彼の温もりが自分の手に伝わってくる。

「も、申し訳ありません……」

　急いで離れようと退こうとした体を力強く抱きしめられ、驚いて言葉を失った。

「やはりお前は、ここにいるべきではない」

　クラトスの口から紡がれる深く静かな言葉が心の海に落ちてシエラの中にゆっくりと広がっていく。抱きしめられて舞い上がった分だけ落胆も大きく、心の奥が疼いて胸が苦しくなった。なぜここまでクラトスの態度に心が揺れるのか彼女自身もよくわからなかった。本来なら言葉を交わすことさえ叶わない相手なのだから、おとなしく言われた通りにするしかないのだろう。これ以上彼に冷たくあしらわれるのも辛い。

（でも、町に帰ったらもう二度と会えないかもしれない）

　シエラはゆっくりと顔を上げた。冴え冴えとした青い瞳が彼女を見下ろしている。空の色よりも深く濃く、瞳の奥にある感情を読み取ることは難しかった。

「……わかりました。でも、帰る前に一目でいいから薔薇園を見せてください」

　切なさの境界で揺れ動いたシエラが精一杯絞り出した言葉に、彼は微かに眉を動かすと小さく嘆息して彼女の体から腕を緩め、彼女の右手を握ったまま黙って歩き出した。敷地の外まで連れていかれるのではないかと恐れたが、クラトスはシエラがまだ通ったことのない通路を彼女の手を取ったまま進んでいく。繋いだ手の温かさばかりに気を取られて、どこをどう歩いて辿り着いたのかシエラは覚えていなかったが、不意に甘く洗練された香りに気がついて顔を上げると、青空の下に巨大な迷路のような庭が現れた。垣根の全てに八重の花が咲き誇り、その数に圧倒される。

「これが、薔薇……？　なんて美しい花なの！」

　大人の腰丈くらいの背の低いものや、シエラよりも遥かに丈の長い種類の薔薇、石畳の小道にかけられた鉄のアーチに絡みつくように作られた薔薇のトンネル、青空の下で陽の光を浴びている鮮やかな花たちにシエラの心は温かく大きく膨らんだ。緑の葉の間から顔を覗かせている深紅や純白の花はまるで宝石のように輝いて見えた。

「とても素敵です。中の方も見ていいですか？」

　見上げたシエラのエメラルドのような輝く瞳に、クラトスはわずかに目を細めて頷くとゆっくりと歩き出した。

「薔薇は貴族の方しか育てることが許されない高貴なお花。どんな花なんだろうって、いつか自分の目で見てみたいって思っていたんです」

　さきほどまではクラトスに手を引かれるようにして歩いていたシエラが、迷子になりそうなほど広い薔薇園の隅々まで見てみたいという好奇心の方が優って、いつの間にか彼の隣に並んで歩いていた。

　ふいに心地いい風が頬に触れて、彼女は立ち止まった。

　四方を高い薔薇の生け垣に囲まれた狭い空間に出たが、屋根を六本の柱だけで支えただけの建築物があり、できた日陰は休息をとるのに最適だった。歩き続けたせいか、鼓動が軽く弾んでいるシエラはクラトスを仰ぎ見た。

「少し、休んでもいいですか？」

「ああ、かまわない」

　すると握っていた手を離したクラトスは、日陰にある古ぼけた長椅子の上の埃を手で払い始めた。

「アウレストリ様。それでは手袋が汚れてしまいます……！」

　シエラは彼の行動にびっくりして駆け寄った。クラトスは身なりにとても気を遣っているように見えたので、まさかそんな無頓着なことをするようには彼女は微塵も思わなかったのだ。

「大したことはない」

　クラトスは何食わぬ顔で、埃で真っ黒になった手袋を地面に脱ぎ捨てた。シエラは慌ててそれを拾う。

「そんなものを拾ってどうするつもりだ」

「あ、後で私が責任をもって洗います」

　まだ温もりの残っている汚れた手袋を握りしめて、シエラは小さく頭を下げる。

「……座らないのか？」

「アウレストリ様を差し置いて私が先に座るなんて、できません」

　緊張した声で答えると、彼がため息をついたので機嫌を損ねてしまったのだろうかとシエラはびくりと肩を震わせる。

「俺の名前はクラトスだ。それ以外の何者でもない」

　そう言って彼は、長椅子に腰を下ろした。長い脚を組んでシエラを見上げる。銀色の髪がさらさらと柔らかく風に揺れ、まるで切り取られた美しい絵画を見ているような錯覚が起こる。背の高い彼に見下ろされてばかりいたシエラは、急に視線の位置が変わってしまい戸惑った。

（この屋敷にクラトス様のご家族はいないのだし、名前で呼んでほしいってことなのかしら）

　シエラはおずおずと頷いた。

「わかりました、クラトス様」

　短く答えると、少しだけ彼の表情が和らいだような気がして鼓動が大きく跳ねた。日陰を通り抜けていく風はとても涼やかで気持ちがいい。風で葉が擦れる音以外、生き物の気配がまったく感じられないほど静かなひと時だった。

「座りたかったのだろう？」

　目にかかった前髪を掻き上げると、クラトスは棒立ちのままの彼女に隣の空いている場所を指して見せた。

「あ、はい……」

　遠慮がちに静かに腰を落とすと、右の肩にクラトスの腕が触れて、どきりとした。

「すみません」

　ぼそぼそと聞こえるか聞こえないかくらいの声量でシエラは呟きながら、体をずらそうとするが、やっと手を突くくらいの面積しか残っていない。もともと貴婦人がゆったりとドレスを広げて一人で座るものなのかもしれなかった。彼女は何とかクラトスに触れないように身を小さくする。

（何か言わなくちゃ……）

　沈黙が耳に痛い。シエラは頭の中で言葉を構築しようとするが、何を言えばクラトスが興味を示してくれるのかまったく見当がつかなかった。下手なことを言って嫌われたくはない。それならこのまま黙って彼の隣にいるのもいいかもしれない。疼く胸元に手を置いてぎゅっと握りこんだ。

（日差しに当てられたのかしら。何だか体が熱い……）

　握りこんだ左手に右手を重ねると、両手が火照っているのがわかる。

「どうした？」

　クラトスの声が耳に入ると、くらくらと眩暈がした。

「な、何でもありません。少し体が熱いくらいで。少し休めば治ります」

　笑って答えようとした彼女の声が震え、驚いたのは彼女自身だった。何かがおかしい、そう思った時には視界が大きく揺れ、天地がわからなくなった。

「シエラ……！」

　頭から倒れかかる体をクラトスにしっかりと両手で抱き留められたが、シエラはその腕の中で呼吸をするだけで精一杯で何が起きたのかわからなかった。

　一方、彼女の細い腕に触れたクラトスはその体温の高さに軽く目を見開いた。

「花が……開くための力を欲しているのか……」

　ため息混じりに呟いたクラトスの声にシエラの閉じた瞼がぴくりと動いた。

　彼の言っていることが何のことなのかシエラはわからないまま、体が深い水底へ沈んでいくような恐怖感に背筋がぞくりと震える。

「クラ……トス、さま……」

　水を含んだ薄紅色のふっくらとした唇で、ようやくそれだけ言った。彼の腕の中で辛うじて意識を失わないように睫毛を震わせているシエラは自分があまりにも無防備であるか自覚していなかった。

　そんなシエラを見つめているクラトスの顔は明らかに動揺していた。シエラの紅潮している頬、雪のような肌の上にうっすらと浮かぶ汗、そして薔薇の強い芳香よりもさらに息ができなくなるような甘い香りが彼女の体から立ちのぼっているのを目の当たりにして、クラトスは体の芯が熱くなっていくのを抑えられなかった。

「だから、帰れと言ったのに……」

　それはシエラへの警告と共にクラトス自身の戒めの言葉でもあったが、今は呟いても効果がないことは明白だった。

　柔らかな朱の色をした彼女の唇にクラトスの口づけが優しく落とされた。軽く触れただけで、体中の血が沸きたつような情熱を感じてクラトスはさらに彼女を抱き寄せて唇を重ねた。しかしシエラはわずかに眉を動かすのみで、目を開ける気配はない。ついばむような口づけは、重ねるごとに深くなっていき、彼はシエラの手に指を絡めて強く身体を抱きしめると、艶のある滑らかな唇の間に尖った舌先を挿れて歯列をなぞった。

　やがて、熱く気怠い意識の中に吹き込まれた心地のよい風を感じたシエラがうっとりとした気持ちで深い暗闇の中から浮上した。クラトスに体を支えられていることはわかったが、自由に体が動かない。重い瞼に力を入れて精一杯こじ開けると、ぼやけた視界の中にクラトスの顔が間近に見えた。

「クラトス様……」

　掠れてはいたが先ほどよりもはっきりとした声でシエラは彼の名前を呼んだ。

「まだ辛いか？」

　そう聞かれて子供のように小さく、こくんと頷いた。体の奥の方で火が着いたように熱く、体も鉛のように重かった。

　幕が下りてしまいそうな重い視界の中で彼の顔がさらに近づいてきたかと思うと、温かく柔らかなものが唇に触れるのを感じた。それが彼の唇だということに気づいたシエラは一瞬で顔が熱くなった。倦んだような気怠い熱ではなく、瞬間的に燃え上がる炎のような激しさがあった。

「ん……っんんぅ」

　吸い付かれ舐め取られ、熱い吐息が頬にかかる度にシエラの頭の中は冴えていって、指先にも感覚が戻ってきた。同時に甘く痺れるような愉悦の波がじわりと寄せてきて彼女はくすぐったさに悶える。

（どうして……。どうしてクラトス様が私に口づけをするの？）

　氷のように無感情な彼の視線を脳裏に浮かべて、シエラはわずかに眉をしかめた。好意があるようにはまったく見えなかった。それも昨日会ったばかりで名前も知らない町娘に興味を抱くとは変わり者としか思えない。

（あれ、でもさっき名前を……）

　意識が暗闇に落ちる前に、クラトスは名前を呼ばなかっただろうかとシエラは不思議に思った。彼女からは自己紹介をした覚えはない。

　しかし止まないキスの雨に疑問を投げかける猶予は与えられなかった。温かく柔らかな舌先は意志を持った別の生き物のように歯の間を縫って中に入ると、彼女の粘膜の上を滑るように這い回る。震える小さな舌に絡みつく力強い舌先の誘いを、どうしていいのかわからなかったが、同じように動かしてみせると、彼の口づけはさらに深くまで彼女を求めてきた。

　息もできないほど濃密な時間はシエラの本能を揺さぶり、普段の思考能力を奪っていった。溢れた唾液をクラトスが飲み込み、再び絡み合わせた舌先でシエラがそれを舐め取る。

（これは白昼夢なんだわ……）

　シエラはじんと痺れる頭の中でそう思った。でなければクラトスがこうして自分を求めるはずがない。それに大胆に応える自分もいつもの自分ではない。そんな風に思いながら、クラトスから与えられる悦びに浸っていた。

「シエラ……。美しい娘だ」

　唇が離れてもなお、しっとりとした彼の感触がまだ残っている。シエラは真っ直ぐ見つめてくる青い瞳の中にいる自分を見て、どきりとした。そこに映る蕩けるような表情をした娘は男を求める女の顔をしていた。吹き抜けていく風が肌に浮いた汗を引かせていった。クラトスは自分の腕を抜きながら、彼女をゆったりと長椅子の背もたれに凭れかからせた。

「雪のように白く、絹のように滑らかな肌……。柔らかな肢体……」

　掌が頬を撫で、首筋を撫で、鎖骨に下りて丸みを帯びた服の上で止まった。

「この手で触れる時が来るとは思っていなかった……」

　指先に少しだけ力を込めて、柔らかな果実を優しく円を描くようになぞる彼の顔を真っ直ぐに見つめながら、シエラの鼓動は高鳴るばかりだった。同じようにシエラの翡翠色の瞳を見つめながら、クラトスは今すぐにでも彼女を押し倒してしまいたいという衝動を抑えつけていた。わずかに頂を掠めるように指先を動かせば、シエラの眉はぴくりと動いて恥ずかしそうに視線が左右に泳いだ。彼女に触れれば触れるほど甘い芳香は濃くなっていく。

「ん、ふっ……あぁ……っ」

　クラトスの指先が徐々に頂に近づいてくるのをシエラは感じていた。そして服の上から擦るように頂を摘ままれ、我慢していたのに喉の奥からたまらずに甘い声が漏れてしまった。きゅうんと体の奥が甘く疼いて彼女は耐えるように唇を噛んだ。

　指先で頂を挟まれながら柔肌を大きく揉みこまれ、腰が跳ねそうになるのをシエラは長椅子に突いた手を握りこんで耐えた。

「クラトス様……。誰かに見られます……」

　シエラの小さな抗議の声は彼の唇に止められた。再び交わされる熱い吐息に彼女の心はまたクラトス一人に向けられた。

（そう、これは夢なんだから……）
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　薔薇に囲まれた二人だけの空間はどう考えても日常的ではないとシエラは自分に言い聞かせるようにして、彼の口づけに酔いしれた。ふいに呼吸が楽になったと思った時、さきほどよりもクラトスの体温を感じてシエラは我に返った。手を伸ばすと、ワンピースの胸元の紐が解かれていた。さらに触れた彼の手の先は器用に服の釦を外している。シエラの頬にさっと朱が走った。しっとりと汗をかいた肌に彼の掌が触れる。その指先は胸元を覆っている下衣の中に滑り込んできた。

「んんぅ……っ」

　唇はふさがれたままで声が出せないのに、直に柔肌に触れられ、シエラは恥ずかしくて逃げ出したくなった。しかし服の上からより、直に触れ合う彼の体温の方が甘い痺れを起こさせて、シエラは眩暈がしそうになった。

「あ……んっ」

　ぎゅっと強く頂を挟まれて、シエラはたまらずに声を上げた。

「だ、だめ……」

「嘘をつくな。体は悦んでいるぞ」

　クラトスは意地悪そうな笑みを浮かべて、シエラの尖った珊瑚色の頂を指の腹で掻いた。彼女は顔を真っ赤にして腰をびくりと跳ね上げる。

「ふぁ……、やめ……」

　こりこりと擦られる度に緩んだ唇の間から甘い吐息と子犬が甘える時のような声が漏れ出るのを止められない。背中に汗が一筋伝い落ちるのをシエラは感じた。

（昨日初めて会ったばかりの人にこんなことをされて、どうしてはっきり嫌って言えないの）

　クラトスにとっては単なる暇つぶしで、相手は誰でもいいのかもしれない。そう思うと、一人だけ舞い上がっているような気がしてきて恥ずかしくなってきた。しかし体はクラトスにされるがままで、抵抗しようとしても力が入らなかった。むしろ体の奥が潤いを帯びてうねるように熱くなっていくのが感じられる。こらえきれずに溢れ出した蜜が下衣を濡らしているのがわかった。

「こんなの、だめ……」

　大人の男女が何をするかくらいはシエラも知っている。しかしそこに至る過程というものがある筈だ。

「説得力がないぞ、シエラ。見てみろ、こんなことをされてもお前は俺から逃げようともしないんだからな」

　耳元でそう囁かれてシエラは自分の胸元に視線を落とした。覆っていた白い下衣がずらされて張りのある二つの果実が白日の下に晒され、色づいた頂は芽吹いたばかりの蕾のように硬く尖っている。左の果実にはクラトスの大きな手が添えられ、ごつごつとした長くて節のある指先でくるくると回しながら蕾を弄んでいた。シエラは恥ずかしくなって、そこから顔を逸らす。

　クラトスがくすりと笑って、そっぽを向いた彼女の赤く染まった耳朶に舌を這わせて、音を立てて吸い上げる。

「ひあっ……」

　熱っぽい水音に包まれて、シエラはぞくりと全身の肌を粟立てて、身を固くした。

　湿った温かな生き物のような舌先は彼女の耳朶を存分に味わうと、細い首筋を這い下り、浮いた鎖骨に吸い付いた。その間も柔肌から手を離すことはなく、シエラは頭の芯が痺れてくらくらと眩暈がした。二つの柔肌の間を透き通った汗が一筋伝い落ちていく。彼女の額には亜麻色の前髪が張り付き、肌は桃色に色づいていた。クラトスが少し体を屈めてもう一つの果実に口づけを落とした時、彼女の体の奥がまた強くかき乱された。

　彼の唇に硬くなった蕾を優しく食まれると、頭の中の甘い痺れは増して、愉悦に堪えようと眉を寄せる。

　舌先で弄ぶように転がされたり、時々嬲るように激しく吸い付かれたりして、思わず彼の腕にしがみついて、艶めいた声で啼いた。

「はぁ……っん、だめ、です……ぅ」

　クラトスの柔らかな銀色の髪の毛が肌をくすぐり、シエラはさらに彼の背中に腕を回した。

（やだ……、これじゃ自分からクラトス様を欲しがってるみたい……）

　胸元に顔を埋める彼を抱きこむような形に気づいて、恥ずかしくなったシエラの背中から汗が噴き出した。しなやかな蕾を甘噛みされたまま、頂の部分を舌でちろちろと舐められ、下衣にはまた蜜が染み込んでいく。

　体の熱さは、内に篭もったものではなく怠さも蒼白な気分も感じない。しかし、体の奥がとても熱く何かどろどろしたものが疼いているような落ち着かない気持ちがずっとシエラの腰のあたりを取り巻いていた。

　クラトスが顔を上げても、まだ胸先にはそのじんとした甘い感触が残っていて、風に撫でられるだけでもぞくぞくと腰のあたりが震えた。

　止めてほしいと思っていたのに、いざ行為が止まると物足りない気分になって、彼女の瞳は戸惑いで揺れた。

「……どうしてほしい？」

　それを見透かしたような冴え冴えとした青い瞳が真っ直ぐに彼女の心を射抜く。ぞっとするほど美しい双眸に、シエラの視線はくぎ付けになる。

「もう……少しだけ、こうしていたい……」

　消え入るように答えると、クラトスの長い指先で顎を掬われ、上向かせられる。

「少しだけ？」

 　口元に笑みを浮かべながら、彼はシエラの言葉を反芻する。

「……もっ……と……」

　顔を赤らめながら、絞り出すように答えた彼女の唇に、応えるように熱く重ねられた口づけに彼女は蕩けそうになる。

　ここへ来てからどれくらい時間が経ったのか、誰かが探しにきたりしないだろうかという心配は桃色に染まった思考の中で彼方に流されていった。クラトスに求められることがこの上なく嬉しくて、たとえ彼が戯れに相手をしているのだとしても、体は熱く震え悦びを感じている。なぜクラトスに惹かれるのか、シエラにもよくわからなかった。夢と現の境が曖昧で何が本当なのか、ここに答えはないのかもしれないと深い口づけを交わしながらシエラは甘く蕩けるような海に溺れていった。

　熱を孕んだスカートの中に風と共に入ってきた彼の掌が、弾力のある腿の上を滑るようになぞった。動く度に少しずつ体があらわにされていくのが肌に感じる外気でわかる。汗でしっとりと張り付いた二つの腿を開くように指先が割り込んできた。

　膝の方から徐々に中心に向かって、体が開かれていく。柔らかい内腿に触れられた時、わずかに体に力が入ったものの、クラトスの執拗な舌戯に気を取られているうちに指先はこんもりと盛り上がった厚く柔らかな壁まで到達してしまった。

「たっぷり濡らして……。そんなに俺が欲しいのか」

　シエラから水音を立てて唇を離したクラトスは、彼女の目を見つめた。指の腹で花弁の間の溝を下から上にゆっくりとなぞられて、シエラの腰がびくりと跳ねる。

「やっ……。あ、汗です……」

　もう一度同じ動作をされ、シエラは体の内からその甘い感覚に震えた。

「では確かめてみるか？」

　ふいに、クラトスがシエラの前に回って膝をついたかと思うと、軽々と両脚を持ち上げられて長椅子の上に上げられる。あられもない体勢にシエラは慌ててスカートの裾を掴んで膝まで押し上げ脚を閉じようとしても、クラトスに両手で大きく開かれ、手を下ろされてしまった。

「恥ずかしい……」

　風が通り抜けると、開かれた体の中心がとても冷たかった。肌に触れる下衣がかなりの範囲でしっとりとしているのだ。

「亜麻色のものが透けて見えるぞ」

　笑いを含んだ声でクラトスは彼女の淡い茂みを、濡れて色の変わった下衣の上から撫で回した。

「あっ……や……」

　くるくると円を描くように小高い丘の上をなぞられると、体の奥が熱くなり、きゅんと疼く。

「ほら、また」

　クラトスが言いながら指でシエラの柔らかな花園をつつく。秘された部分から、とろりと零れ落ちる感覚が彼女の丸い双丘まで伝わり、シエラは自分の膝に手を置いて俯いて目をつぶった。

「見ちゃだめ……」

　秘部に感じる息吹が風なのか彼の吐息なのかわからずに、シエラは目を閉じたままひくりと蜜壁を震わせた。

「見られるのが好きなようだな。こんなに溢れて……止まらない」

　クラトスが下衣の上から柔らかな花弁を指先で押すと、ぬるりと指の腹が滑り、その感触を楽しむように何度も上下を行き来させてくる。

「あ……あぁ……っ」

「扇情的な光景だな」

　きつく目を閉じながらもクラトスの悪戯に耐えるいじらしいシエラの額から汗が伝い落ちるところだった。

「果実を曝け出し、秘花からとめどなく蜜を溢れさせ、濃厚な香りを放っている」

「そんなこと……」

「自覚もなく俺を誘っているのか。罪深い人間だ」

　クラトスの瞳が妖しく光る。

「今すぐにでもお前が快楽に溺れ、乱れ啼くところを見てみたいが、まだ花は開いていないな」

　花とは何のことなのか、未知の感覚に翻弄されるシエラには尋ねる余裕もなかった。

　そんな彼女の濡れた下衣を横にずらすと、クラトスは艶やかな桃色の花弁を見つめた。ねっとりとした蜜で濡れそぼった中心に指先を入れると、蜜口は滑るように関節まで飲み込んでしまった。

「ひ……ぁっ」

　押し込まれる異物感にシエラはたまらず触れられている部分に目を向けた。下を見るとたくし上げられたスカートでよく見えなかったがクラトスの腕が中心に伸びている。

「やっ……ん」

　わずかな体温の差が彼の存在をはっきりと感じさせ、狭い蜜洞の中で動く度に敏感な部分が震えた。柔らかな粘膜に擦れる甘い痺れが、体の奥から頭の先まで上ってきてシエラの心と体を揺さぶる。一定のリズムを刻んだかと思うと、ゆっくり奥へ這入ってきたり、浅い所で速い動きを繰り返されたりして、シエラは眉を寄せて喘ぎながら息継ぎをするので精一杯だった。

「や、あ……、抜いて……」

「お前の体が俺の指にしっかり絡みついて離さないだけだ」

　クラトスはそう言って、とろとろに熱くなった彼女の中で指を曲げ、愛蜜をかき出すように細やかに動いた。

「あっ……そこっ……」

　シエラの腰のあたりから頭の先へ電気のような激しい衝撃が流れた。クラトスのごつごつした指の関節が彼女の弱い部分に触れ、これまで以上にじゅんと濃い蜜を溢れさせる。

「ここか」

　クラトスの問いにシエラは慌てて首を横に振ったが、遅かった。弱い部分に定めをつけて彼の指が華麗に躍り出す。

「ふぁっ……、あっ……ぁん……」

　激しくかき乱され、甘美な痺れが絶頂に達した。全身から汗が噴き出し、シエラの腰が長椅子から跳ねる。じっとしていることができずに、体を動かすと指が蜜洞のあちこちに当たり、その度にシエラは眉を寄せて潤んだ声が漏れてしまう。動くのを我慢してもクラトスは的確に弱い部分を弄ってきて、彼女はついに脱力して腰のあたりにこもっている甘く気怠いうねりに身を任せた。

「は……っあぁっ、あぁ……！」

　彼女の中で眩暈にも似た真っ白な波が意識を押し流していった。頭の中で何かが弾け、震えるような未知の悦びが腰から手足に、そして頭の先へ駆け抜けていった。勢いよく体を飛び上がり空高く舞い上がっていくような心地よい浮遊感にシエラはうっとりと浸る。夢と現の境が曖昧で、自分の身に何が起こったのかよくわからなかった。

　シエラの温かな愛蜜は、クラトスの手をしとどに濡らし、上品とは言えないほど大きく開いた両脚の間に広がっていった。放心状態の彼女の無防備な姿を見つめながら、彼は甘い芳香を放っている右手に舌を這わせ、彼女の愛蜜を舐め取った。甘美な味わいは頭の芯が痺れるほど格別だった。彼はより深い味を求めて、シエラの柔らかな太腿の下に顔を埋めると、両手を添えて色づいた濡れた花弁を指で押し開いた。

「あ……っ」

　彼女の蜜で艶やかに濡れた可愛らしい花弁に温かな風を感じた時には、すでにクラトスの舌先が色づいた花芯に触れていた。

「ふ……あぁっ、だめ……」

　彼女の弱い部分をちろちろと優しく舐められ、シエラはどこかに落ちていきそうな強い眩暈に襲われて、必死に長椅子を掴みながら体に力を籠める。淡い薔薇色に染まった彼女の肌の上を珠のような汗が零れ落ちた。

　初めて会ったばかりの相手に大切な場所を晒され、いいように弄ばれているのに、体が悦びで溢れている。彼女は今にも声を上げて泣いてしまいそうだった。クラトスを素敵だと思った。憧れという名の扉の前に立ったばかりだというのに、彼女の希望はいくつもの扉を飛び越えて突然一番奥の濃艶な部屋に飛び入ってしまったかのようだった。

　恋をして、少しずつ距離を近づけて、心と体を重ね合わせていく。それは花を育てるのにも似ていたが、彼女の淡い夢の花はクラトスという熱い光を突然浴びて一気に花開いてしまった。

「シエラは、俺が見込んだ以上に穢れのない清らかな心と体の持ち主のようだ」

　溢れる愛蜜を愛おしそうにゆっくりと舐め上げ、舌に絡ませたクラトスは嬉しそうに片方の口角を吊り上げた。彼の舌が動く度にひくひくと小刻みに震える彼女の白い双丘を掌で撫でながら、彼は不意に顔を上げてシエラの瞳を見つめた。

　熱っぽい愁いを帯びた瞳は潤んでシエラの睫毛がしっとりと濡れている。唇を離し、今度は指で愛でてやると、紅潮した頬に唇を精一杯引き結んで高揚感を耐えようとする姿はいじらしく、彼の心を熱くさせた。

「その顔……、本当に罪深い表情だ」

　自分がどんな表情をしているのかシエラにはわからなかった、それなのに彼にそう言われるだけでますます頬が熱くなった。

　彼の思うままに体を開いてしまったことがシエラはとても恥ずかしかった。異性に体を許すこと自体初めてであったが、恋人というわけでもないのに彼の指先や唇が触れるほどに体が熱くなり、彼が欲しくてたまらなくなる。

（軽い女だと思われたらどうしよう。というか、もう思われてる……？）

　清らかなどという言葉は今の彼女にとっては皮肉にしか聞こえなかった。弁解しなければと思う。本当は見知らぬ異性に簡単に体を許すような女ではないと訴えなければと口を開きかけるが言葉にならない。一度は熱く限界まで達した体の奥が、クラトスに再び舌を這わせられたせいか、また疼きだしている。それも、さきほどよりももっと奥へ深く熱いものが欲しいと体が彼を求めている。

「こんなにも深い蜜の味を、俺は知らない」

　舌先で花芯を舐め上げ、それよりも少し上に存在しているぷっくりとした小さな果実に手を伸ばす。触れた瞬間、シエラの体がぴくりと震えた。クラトスはにやりと笑って、隠されていた紅玉を露わにし、吸い付いた。

「やっ……、待っ……！」

　シエラが前かがみになってクラトスの顔を引き離そうと腕を伸ばすものの、逆にその両腕を掴まれ彼との距離が近づく。じゅ、じゅと水音を立てながら、紅玉が舌で転がされる。シエラの瞳に涙がにじんだ。

「やだ……ぁ、変になっちゃう……」

　頭の芯が痺れてしまいそうな恍惚感に、シエラは耳まで赤く染め上げて声を上げた。

　潤った蜜洞がひくひくと疼いて、とぷりと花芯から蜜が零れた。片腕を解かれたシエラは体を突っぱねようとしたが、柔らかくなった花芯にクラトスの指が滑り込んできて身を固くするだけで精一杯だった。

「そんなに締め付けなくても俺は逃げないから安心しろ」

「そうじゃ……なく……」

　シエラの顔を覗き込んで意地の悪い笑みを向けるクラトスに、悔しそうに唇を噛んでみせる。

「あ……っんふう……」

　指先が蜜洞の中でぐっと動き、クラトスの唇と指先で敏感な部分が挟まれる。肌の上からはたっぷりと水気を含んだ舌で舐め尽くされ、中からは押し上げるように何度も蜜壁を擦られ、シエラは喉の奥から嬌声が漏れるのを掌で口元を覆って耐えた。ぐるぐると熱い波が頭の中に渦巻いてくる。

「ああ、花が開く……」

　呟いたクラトスの声が何を見て言っているのか、シエラはぼんやりとあたりを見渡したが、優雅な薔薇の花以外に目新しいものは見つからなかった。

　体はすっかり崩れ落ちてクラトスに秘部を曝け出したままのシエラはクラトスに優しく双丘や太腿の付け根を掌で撫でられて、腰のあたりが甘くうっとりと蕩けてきた。必死に声を押し殺すも、一段と強く蜜洞を擦り上げられて、彼女の理性は決壊した。

「ひゃぅ……んっ」

　高みに到達した瞬間背中が反り返って長椅子から浮き立ち、肌の上を滑る透明な汗の雫があたりに飛び散った。温かなものが双丘を濡らしていくのがわかったが、それが汗でないことは彼女も何となく理解できた。

「まるで水浴びでもした後のようだな。もう、びしょびしょだ」

　クラトスは笑いながら顔を上げて、彼女の花芯からゆっくりと指を引き抜く。

「恥ずかしい……」

　彼から目を逸らして、地面に足を下ろすのをクラトスは止めなかった。スカートの裾を戻そうとする手を止められて唇を噛んだが、彼はポケットに入っていたハンカチで彼女の濡れた部分を拭き取り始めたので、黙ってそれに従った。

　ぐったりと気の抜けたシエラは長椅子に体の重みをすべて委ねた。体の奥にはまだ火種がくすぶっているかのような違和感があり、少しでもかき混ぜられればすぐにでも燃え上がってしまいそうだった。

　夢うつつではっきりとしない瞳をとろりとクラトスに向けると、彼はハンカチを持ったまま手にべったりと絡んだ彼女の温かい蜜を舌で舐め取っていた。それを見ているうちにシエラの心はドキドキと高鳴り、もっと彼に触れられたいという欲求が胸を掠めた。

「薔薇の香りがかき消されるほどむせかえるような甘い芳香を放っているのに、お前は気づかないんだな」

　クラトスが小さなため息をついたように見えて、シエラは首を傾げた。しかしクラトスは気を取り直したように、すべてを拭き取ったハンカチを長椅子に捨て置き、顔を近づけてきた。

「シエラ。もう少しだけこの城に滞在することを許可しよう」

　耳元で囁くように語りかけられシエラは緑色の瞳を丸くした。

「本当ですか？」

　薔薇園を見たらもう帰らなければいけないと思っていた彼女は、彼の心変わりが信じられなかった。

「ただし、一人であちこち動き回らないように」

「はい。もちろんです」

　形の良い眩しい果実に触れられたシエラは再び体をぴくりと震わせたが、彼が下衣にそれを仕舞うのだとわかって、黙って俯くと自らブラウスの釦をかけ始めた。無意識に小さく尖らせた唇がまだ物足りないと語っているようで、クラトスは彼女を押し倒したい衝動にかられた。

「シエラ」

　呼びかけ、返事をする隙も与えずに振り向いた彼女の可愛らしい唇を奪う。甘く蕩けるような柔らかい唇を何度も吸い上げ彼女の体を抱き寄せる。シエラもまたクラトスの舌に絡みつき、背中に手を回す。

「……そろそろ誰かが捜しにくるかもしれない」

　熱い吐息を交わしながらクラトスがそう言って彼女から離れると、先に立ち上がって手を差し伸べた。シエラは小さく頷いて、彼の手に華奢な手を乗せる。ゆっくりと立ち上がるが、足にうまく力が入らずふらついたところを彼に抱き留められる。

「申し訳ありません、まだ体が……」

「部屋まで送る。少しつかまっていろ」

　背中を支えられ、クラトスが屈んだかと思うと、ふっと自分の体が軽くなってシエラは慌てて彼の背中に腕を回した。視界が一気に高くなって、彼の顔がとても近い。シエラの鼓動は大きく高鳴って、彼にまで聞こえてしまうのではと赤面する。しかし彼女の背中と膝の下に腕を回したクラトスは表情一つ変えずに歩き出した。

　クラトスがいったい何を考えているのか想像もつかなかったが、理由はどうあれ、まだ彼の傍にいられることになったシエラの口元が緩んだ。
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　二人が城に戻ってくると、広いロビーにはメリエルの姿があった。

「クラトス様。これは一体……？」

　近づいてきたメリエルは怪訝そうな目つきでクラトスとシエラを交互に見遣った。

「暑さで倒れたようだ」

「暑さで……」

　クラトスの言葉をオウム返しに呟いたメリエルの目に動揺の色が浮かぶ。クラトスはそれに不機嫌そうに唇を歪めると、シエラの額に手を当てた。

「休養も必要だろう。しばらく滞在を許可した」

「しばらく？　では――」

　メリエルが次の言葉を言う前に、クラトスは彼を冷ややかに睨みつけた。

「あとでメイドを部屋に寄越せ。このままでは少々差し支えがある」

　そうクラトスが言ってシエラは耳まで赤くした。歩く度に秘部のあたりが風にさらされて冷たくなっているのを感じていた。下衣が擦れるとそれが著明で、早く着替えを済ませたいと思っていたのだ。クラトスがそのことを言っているのではないかと彼女はひやひやしながらメリエルがお辞儀するのを見ていた。

「……かしこまりました」

　踵を返し、暗い城の奥へ歩いていくメリエルの後ろ姿を見ながら、シエラはホッとため息をついた。

（何も、気づいていないわよね……）

　クラトスは一度も彼女を抱え直すこともなく、涼しい顔をして階段を上がるとシエラに与えられた客室まで送り届けてくれた。

「ありがとうございます」

　シエラは深く頭を下げた。

「礼を言われるようなことはしていない」

　まるで押し込めるように彼女の体を部屋に入れると、クラトスは早々に扉を閉めて立ち去っていった。

「クラトス様……」

　もう足音は遠ざかってしまったのに、シエラは扉に掌をついたまま動けなかった。

「夢じゃ、ないんだ」

　薄暗い部屋の中、眩しい太陽の目を避けるように囲まれた薔薇の園での甘いひと時を思い出して、彼女は頬を染めた。目を閉じると彼に触れられた感触が瞬く間に体中に蘇り、たまらず自身の両腕をかき抱く。

「もっとクラトス様のことが知りたい」

　たった一人でどれくらいの時間を過ごしてきたのだろう。使用人がいるとはいえ、あまり気安くはなさそうだった。話し相手はいるのだろうか。そもそも人付き合いがあまり好きではないのかもしれない。だから早く町へ帰れと言ったのだろうか。脳裏に目まぐるしく疑問が渦巻き、扉が軽くノックされた音で我に返り、どきりとした。

「はい」

「メイドのモリーと申します。お客様のお世話をするように仰せつかって参りました」

　クラトスがまた戻ってきたのかと期待したシエラは少し残念そうに肩を落とすと、扉を開けた。

「ありがとうございます、シエラと言います。よろしくお願いします」

　肩までの短い黒髪に白いヘッドドレスをつけた女性はシエラより歳が上に見えた。とはいえ、それは職業上落ち着いた佇まいをしているせいかもしれなかった。

「さっそくですが、隣の部屋で湯浴みの準備を致しますね。シエラ様はそちらの椅子に掛けてお待ちください」

　気温が高いおかげでだいぶ乾いてはきたが、まだ下衣はしっとりと濡れているのを肌で感じて、シエラはなるべくモリーに服を見られないようにゆっくりと窓際に移動した。横歩きの不自然な体勢も、部屋の入り口と隣室とを湯の入った瓶を持って忙しく往復するモリーの目には入らなかったようだ。

　身軽な動きで準備をしていくモリーの仕事ぶりに感心する。自分もこんな所で油を売っていないで早く庭を綺麗にしなければと、彼女は窓の外の緑色に茂った中庭を見ながら思った。

「準備ができましたわ。こちらにどうぞ」

　にこやかにモリーが手招きする。

「ありがとうございます」

　礼を言いながら、モリーが立っている場所まで歩いて行き、隣室を覗いた。くすんだ灰色をした陶器の浴槽にいっぱいの湯が張ってある。立ち上る白い湯気がとても気持ちよさそうに見えた。

「お手伝いいたしますね」

　シエラの服に手をかけたモリーから逃れるように、彼女は身を引いた。

「だ、大丈夫です。これくらい一人でできます」

「久しぶりのお客様ですもの。お手伝いさせてくださいませ」

　善意で満ちた笑顔を向けられ、シエラはぐっと返事に詰まった。

（適当にごまかそう……）

　諦めて頷くと、モリーがブラウスの釦を外し始めた。露わになっていく肌に城の中のヒヤリとした空気が触れて柔肌の頂が蕾のように硬くなる。下衣を外される時に先端が擦れてシエラは声が出そうになるのを堪えた。クラトスに弄られてどうにかなってしまったのかと心配したが、見た目は薄い桃色をしていて以前と変わりないように見える。ふわりとスカートが床に落ち、モリーが最後に残った下衣に手をかけようとする。

「こ、これくらいは自分で……」

　シエラは慌てて言うと、急いで下衣を下ろし、足から抜くと服の下に潜り込ませた。

「シエラ様、どうぞここにお入りください。この中で体と髪の毛を洗います」

　恐る恐る湯船に片足を入れ、もう片方の足も入れてしまうと、ゆっくりと腰を下ろした。肩までたっぷりと温かな湯に包まれ、シエラは緊張がほぐれていくのを感じた。

「あったかくて気持ちいい……」

　普段では考えられない贅沢なひと時にシエラの頬が緩む。

「お体を洗わせてくださいね」

「それも自分で……」

「これが私達の仕事なのです。お客様の手を煩わせないことが第一ですので。楽になさっていてくださるだけでいいのですよ」

「そう……？　それなら、お願い……します」

　少し恥ずかしかったが、それが貴族の世界の常識ならば従うしかないと、シエラは腕まくりをするモリーに向かって曖昧に微笑んで見せた。

「では失礼いたします」

　真っ白な良い香りのする泡で包まれた布がシエラの肩の上を滑った。慣れているのかモリーの力の入れ方はとても的確で心地よかった。腕を伸ばされ、指の先から肩まで泡で包まれていく。

「そのまま腕を上げていてくださいね」

　モリーに言われるまま、左腕を伸ばしていると、ぽたりと湯の中に泡が落ち、上気した肌が露出した。突然、柔肌を布で覆われてシエラは慌てて腕を湯の中にひっこめる。

「きゃっ……」

　ばしゃりと水しぶきがあがってモリーの前髪が額に張り付き、その先から雫がいくつも垂れた。

「あ、ご、ごめんなさい……！」

「いえ。ちょっとくすぐったいかもしれませんが、我慢してくださいね」

　片腕の捲り上げた袖で濡れた部分を拭ったモリーは、くすくすと笑いながらシエラの柔肌を掌で包んだ。彼女の指の感触が薄い布を通して肌に伝わってくる。それはさきほどのクラトスとの行為を容易に思い出させた。丁寧に洗っているつもりなのだろうが、頂を指先で擦られて、シエラは声が漏れそうになるのをぐっと堪えた。体の奥が疼いてくるのを必死に抑えようと足先まで力を込める。

「くすぐったがりなんですね」

　ふふ、と笑いながらモリーはもう一方の柔肌を洗い始める。

「やっぱり私、一人でできます」

　羞恥に耐えられなくなったシエラがそう言うと、モリーはとても残念そうに眉根を下げた。

「お気に召しませんでしたか？　お客様のお世話が行き届いていないと旦那様に知られたら私……どうしましょう……」

「わ、わかりました。最後までお願いします」

　シエラは慌てて頷いた。クラトスは使用人に対しても冷たいのだろうかと彼女は心配になった。それなら自分のわがままで彼女が怒られるようなことがあってはかわいそうだ。

「クラトス様は怖いお方ですか？　私、今日庭にいた毒蛇に噛まれそうになったところを助けてもらったんですけど」

　人付き合いが苦手なだけで、クラトスが本当は優しいのだと言ってもらいたいと期待も込めてシエラは午前中にあった出来事を話した。

「あら。では二回もあなた様はクラトス様に助けられたのですね」

　モリーの口から発せられた意外な返答にシエラは不思議そうに首を傾げた。

「二回も？」

「ええ。小さい頃のシエラ様を助けたことがあるとか」

　モリーが再び湯の中で手を動かし始める。

「いつの話ですか？　私、全然覚えていないんですけど」

「十年くらい前らしいですわ。湖で溺れていたのを助けたと聞いております」

　そう言われてもまったく記憶にないし、今はこの世にいない両親からも湖で溺れたことがあるなど聞いていないし、なおかつそれがクラトスによって助けられたなど今初めて聞いた。

「でもクラトス様はそんなこと一言も……」

「クラトス様にとって人助けは当然のことですもの。わざわざ自分から助けたなんて言う筈がありませんわ」

　モリーは誇らしそうに笑みを浮かべてシエラの背中の泡を丁寧に湯で流した。

「じゃあ、私、お礼を言わなくちゃ……」

「今夜のお食事はクラトス様もご一緒なさるそうですから、その時に言ってみてはいかがですか？」

「本当ですか？」

　モリーの答えに思わず問い返す。シエラの声が少し弾んだことに気づいたモリーは、にっこりと笑って頷いた。

「ええ。クラトス様からそう伺っておりますし」

「ああ、よかった……」

　メリエルの名が出なかったことに幾分かほっとしたシエラに、モリーが小首を傾げる。

「なにかあったのですか？」

「い、いいえ！　なにも……」

　問い掛けられ、咄嗟に薔薇園でのことを思い浮かべてしまったシエラは、慌てて首を横に振る。大慌てで否定してから、モリーの質問が昨日の出来事に対して向けられているのだと気がついたシエラは、顔を赤くして俯いた。

「……ええと、実は昨日同じことをメリエルさんに言われたんですけど、その……クラトス様がいらっしゃらなくて……」

「それはそうですよ」

「え？」

　付け足した言葉への相槌にシエラは思わずモリーを振り返る。モリーはその視線に笑顔で応じると、再び口を開いた。

「昨晩はご自身のお部屋でお食事を摂ると仰っていたのですから」

「そ、そうだったのですか……？」

　それが本当なら、昨晩の食事はメリエルが勝手に決めたことだということになりそうだ。あのメリエルならそれもありそうだと、シエラは心の中でため息を吐いた。

「じゃあ、嫌われている訳ではなかったのね……」

「まさか。命を助けるほどの相手を嫌うなんてこと、考えられませんよ」

　シエラの呟きを笑い飛ばしながらモリーが冷え始めた背中に湯を掛ける。

「でも、私、そのときのこと覚えてなくて。どんな状況だったんですか？」

「……クラトス様が通りかからなかったら命がなかったそうですよ」

　シエラの質問にモリーが少し考えてから答える。

「そうなんですか……。二度も助けられて、それじゃあお礼を言うだけでは足りませんよね」

　記憶になかったとはいえ、ずいぶんと失礼なことをしたかもしれない。そう思うと少し気持ちが重くなる。俯きかけたシエラにモリーは湯を掛けながらくすくすと笑った。

「そんなこと、気にされる方ではありませんよ」

「でも何かクラトス様の為に恩返しを……」

　そこまで言って、シエラはハッと思いついて顔を上げた。

「どうされましたか？」

「あの、お庭を……それからあの薔薇園をもっと綺麗にしたら喜んでくださるかしら？」

　元々はメリエルが決めたこととはいえ、自分がその為に城に呼ばれたのだと思い出す。シエラの言葉にモリーは、ええ、と頷くとシエラの顔を覗き込むようにして見つめた。

「それはいいかもしれませんね。薔薇園も、先代の旦那様が亡くなられてからずっと放置されてきたようですから」

「じゃあ夕食の時に話してみます！」

　モリーの言葉と笑顔に勇気づけられたような気がして、にこりと笑った。

「ええ。是非そうなさってください」

　そう言いながら、モリーは水面に出ているシエラの膝から太腿の方へ布を滑らせた。

「あ、し、下の方は自分でさせてください……」

　慌てて答えると、モリーが薄く笑って、あっさりと泡立てた布を手渡してくれた。

　太腿の間に布をあてがうと、布がぬるぬると滑る。白い泡のせいだとシエラは自分に言い聞かせ、さっと洗い終えた。もっとじっくりと綺麗にしたかったが、そこに触れればまた蜜が蕩けだしそうな気がして、恥ずかしくてできなかった。

　長い髪の毛をモリーに丁寧に洗ってもらい、湯船から上がる頃にはシエラの雪のような肌はすっかり上気して血色のいい薄紅色をしていた。瑞々しく湯を弾く肌に真新しい厚い布がかけられ、あっという間に水分が吸われていく。

「あれ、服は……」

　体を拭いているうちにシエラは先ほどまで床に置いてあった服がなくなっていることに気づいた。

「新しいお洋服を用意しますので、こちらへどうぞ」

　モリーが抱える籠の中に入れられた服の中に、蜜で濡れてしまった下衣があると思うとシエラは恥ずかしくて堪らなくなった。クラトスの手袋も小さなポケットに入れたままだったのを思い出す。

　たった一枚の布で体を覆ったまま部屋を移動すると、モリーは寝室の奥のクローゼットを開けていた。

「今夜はクラトス様がご同席の晩餐ですので、それにふさわしい服を用意いたしますね」

　モリーの向こうの暗がりには何着も服がかけられているのが見える。あれはそもそもこの城に住んでいた誰かの衣装ではないのだろうか。だが、今朝身に着けた服も特に黴の臭いも汚れもまったくなく、最近用意されたものに見えた。まさか来客用に常に買い替えているのだろうか。シエラはぼんやりとそんなことを考えながらモリーが振り返るのを待った。

「あと、まだ晩餐までお時間がありますから、お肌を労わっておきますわね」

「肌を労わる……？」

「ええ。日差しの強い中、お庭にいたそうではありませんか。早くお手入れをしないとお肌によくありませんから。今は痛みませんか？」

　モリーはかけてあった服を一着手に取ると、ベッドの傍の鏡台の方へ歩いていった。

「はあ、大丈夫そうです」

　少しは日差しに当たっていた時間もあるだろうが、ほとんどは屋根の下でクラトスと過ごしていたのだから、あまり肌は焼けていないように思える。シエラは自分の腕を見下ろした。

「今何ともなくてもあとから出てくることもありますからね。こちらに横になってください」

　彼女に掌で示されたのはベッドの上だった。今朝起きた時と違っていつの間にか糊の利いた皺ひとつないシーツに取り替えられている。これもまた普段のシエラの生活から考えも及ばない贅沢なもてなしだった。

「何をするの？」

「お肌にいいと言われる植物から取り出した精油と薔薇の花びらから抽出した香りを混ぜた美容の液を体に塗らせていただきます」

　広いベッドに仰向けに横たわったシエラは濡れた長い髪を顔の横に流して、足を伸ばした。茶色い小瓶を手にしたモリーが静かに彼女の傍に腰かける。

「外しますよ」

　そう断りをおいて、モリーはシエラの体を覆っている白い布を左右に開いた。生まれたままの姿にされてシエラは両腕で胸元を隠した。

「お体全体に塗り込めますので、腕は両脇にお願いします」

　中身を混ぜているのかゆっくりと上下に小瓶を振る手を止めてモリーが困ったように眉を寄せた。

（同じ女性だもの。変なことするわけないわよね）

　そう思いながらシエラはゆっくりと腕を解いてベッドの上に掌をつけた。

（変なことって……。私の頭の中が変になってる）

　すぐにいやらしい想像をしてしまう自分を心の中で叱って、シエラはモリーの動作をじっと見ていた。小瓶の蓋を取ると、モリーはそれを下に向け、惜しげもなくシエラの体の上に垂らした。蜂蜜のようにとろとろとした薄い金色をした液体が腹部に垂れる。

「あ、ベッドに垂れちゃう……」

「かまいませんよ。あとで取り替えますから」

　モリーは小瓶の口をゆっくりと上の方に移動させる。わざとやっているのかと疑ってしまうほど、その液体はシエラの柔肌の頂きめがけて垂れ落ちてきた。まるで誰かに舐められているような滑らかな感触にシエラの蜜壺が震える。

「そんなにもったいないわ……。それにせっかく湯浴みで体を綺麗にしたのに、べたべたになっちゃう」

　くすぐったさに体の奥が疼いているのを悟られないように、少し首を上げてシエラは自身の体がとろみを帯びた液体にまみれていくのを見ていた。

「大丈夫です。潤いを求めている肌が全部吸ってくれますから」

　腕にも美容の液を垂らされ、シエラは身動きが取れなくなる。

「まずはこれくらいで」

　モリーの温かな掌がシエラの手の甲から二の腕にかけて滑ってくる。適度な力加減のそれは思ったよりも心地よく、シエラはいらぬ心配をしたなと思い、再び枕に頭を埋めた。肌に美容液が塗り込められる度に、ふわりと高貴な香りが身を包み、目を閉じたシエラの瞼の裏側にクラトスと歩いた薔薇園が映し出された。

「とてもいい香りね……」

　シエラはモリーの滑らかな手の動きに感心していたが、その手が柔肌を揉み込み始めると、ゆったりと回想に浸っているわけにもいかなくなり、瞳を開けた。

「か、軽くでいいから」

　精油にまみれた二つの果実は艶やかな光を放ち、瑞々しく揺れる。

「女性の場合は特にお胸などの血の流れをよくすると体全体が若返るそうですわ。もっともシエラ様は十分お若くていらっしゃいますけれど」

　にこにこと笑みを浮かべながらモリーは両手で柔肌を掴むと、大きく円を描くように回したり、様々な方向に揺らしたりした。シエラはますます体の奥が疼いて、ついに蜜壺がいっぱいになって温かいものが溢れたのを感じた。一度それを自覚してしまうと恥ずかしい思いがさらに潤いを増長させてしまい、唇を引き結んでモリーの手が離れるのを待った。

「ずいぶん張りが出て、少し大きくなったようにも見えますわ。毎日続けるともっと効果が出ますよ」

　ようやく柔肌が解放されてホッとした。もし、つんと上向いた頂まで触れられたら声を出していたかもしれないと、シエラは自分の体に目線を下ろして小さなため息をついた。その目線の向こうで、モリーの手が再び体に触れるのが見えた。最初に垂らした腹部の上をゆっくり優しく撫でていく。脇腹はくすぐったかったが、何とか笑いそうになるのを堪えた。

「最後の仕上げですわ」

　そう言ってモリーは小瓶をさかさまにして、残っていた精油を掌で受け止めると、指の間からねっとりと輝く液体を垂らしながらシエラの下腹部に触れた。ぬるりと滑るようにシエラの視界から消えたその指先が柔らかな秘花に触れるのを感じて、思わず太腿に力を込めてしまう。

「や、やだ……っ。何をするの？」

　焦ったシエラは手を伸ばしてモリーの腕をつかんだ。それでも指先は秘花から離れてくれない。精油で濡れた指先が滑らかに溝の間を擦り上げる。

「あっ……、や、お願い、やめて……」

「痛くないように美容液をたっぷり使いましたけど、そんな必要なかったみたいですわね」

　シエラの体から溢れた温かな蜜に気づいたのだろう、モリーがくすりと笑ったのでシエラは顔を真っ赤にした。

「ふふ、可愛らしい。シエラ様は素直でいらっしゃるのですね、心も、お体の方も」

「ね、ねえ。もうやめて。そこは日焼けとは関係ないでしょう」

　相手が同性とはいえ、触れられる体の方はただその甘い痺れだけを感じて悦んでいる。シエラは戸惑いを隠せなかった。

「ここをほぐすのが美容には一番いいんですって。シエラ様はまだ男の方にしていただいたことはないのですか？」

「な、何言っているの！」

　シエラはドキドキと鼓動が早くなっていくのを感じた。ついさきほどまで蕩けるような愉悦を与えられたばかりだ。しかしそんなことは恥ずかしくて口が裂けても言えない。

「少々失礼しますね」

　モリーはそう言って、細い指先を桃色の蜜口に押し込んできた。シエラはぎゅっと眉間にしわを寄せて声が漏れないように身を固くした。

「……その、ようですわね……」

　蜜洞の中を細い指が探るように行ったり来たりしている。柔らかい壁の内側を擦られる度にそこから蜜がにじみ出るように、下腹部がひくひくと疼いて、シエラはもうこらえきれなくなった。

「お願い、もう――」

「ええ。これで終わりにしますわ。慣れない所を申し訳ありませんでした」

　ちゅぷと音を立ててモリーが指を引き抜いたので、シエラは長いため息をついて掴んでいたシーツを離し、体の硬直を解いた。頬が熱いのが自分でもわかってシエラはモリーから顔を逸らした。

「では、夕方になりましたらお着替えいたしましょう。それまでこちらをお召しになってごゆっくりお休みくださいませ」

　厚い布でシエラの身体と自分の両手を拭って、モリーはベッドの端に畳んであった服を広げてみせた。部屋が仄暗いのでよく見えなかったが、黄味がかった薄いワンピースだった。

「……ありがとう」

　少々釈然としない気持ちではあったが、彼女に礼を言い、起き上がって真っ新な下衣と服に袖を通す。

　モリーが部屋を出ていくと、何だかどっと体が疲れたようで、そのままベッドの上でうとうとと薔薇の芳香に包まれながら眠りに落ちていった。






　静かに扉を閉めたモリーは赤い絨毯の上を姿勢よく歩いていく。一階へ下りる階段を通り過ごして彼女は奥の方へ迷うことなく足を向けた。その先の柱の陰から出てきた人物を見て、静かに駆け寄る。

「メリエル様。言われた通りに伝えてきましたわ」

　モリーは黒服の男に向かって嬉しそうに微笑んだ。

「ご苦労様でした。それで娘はなんと？」

　柱に右肩を凭れかかるようにして腕を組んだメリエルはモリーの報告を無表情で聞いている。

「恩返しをしたいと話しておりました」

「そうですか。で、やはりまだクラトス様とは……」

　彼の問いにモリーは頷いた。

「はい。あの子、まだクラトス様を受け入れていないようです」

　指先の感覚を思い出すようにモリーは自分の手を見つめる。

「まあ、まだチャンスはありますからね」

　メリエルは肩をすくめ、やれやれとため息をついた。

「メリエル様、私きちんとお仕事してきましたわ。その……いつものご褒美をいただきたく存じます」

　もじもじと両手を組みながら伏し目がちの瞳でメリエルを見つめるモリーの頬がわずかに紅潮している。

「まったくあなたはせっかちな人間だ」

「だって……んぅ」

　甘い声で返答をしようとしたモリーの唇がメリエルに塞がれる。腰を抱かれた彼女は両腕を彼の背中に回してきつく抱きついた。

「ご褒美が欲しければ私をその気にさせてみなさい」

　細く凍えるような眼差しにモリーはうっとりと頷くと、そのまま彼の前に膝をついて、服の上から欲しいものの存在を確認するように掌で撫で回してから、服を下ろした。熱くなりかけている雄の象徴を愛おしそうに見つめると手を添えて開いた唇の間に滑り込ませる。

「人間を懐柔するなど、こうも簡単なことなのにクラトス様は一体何を考えていらっしゃるのか」

　メリエルの声など聞こえる様子もなく口の中で逞しくなっていく彼の存在に夢中になっているモリーを無感情に見下ろしながら、彼はモリーの頭を掴んだ。

「あの娘も、こうしてわたくしが手なずけたほうが早いかもしれませんね」

　まるで動物でも飼い馴らすかのように軽い口調で言ったメリエルは、シエラのいる部屋の方を見てほくそ笑んだ。







※








　いつの間にか眠りに落ちていたシエラを起こしたのは、見たことのない若いメイドだった。モリーが来なかったことに、内心ホッとしながら着替えを済ませたシエラは、彼女に促され階下に下りていく。

　大きな扉が開かれ、中に入ると、すっかり食事の仕度が調ったテーブルと、そこに座すクラトスを前に彼女は顔を強ばらせた。

「お……お待たせしました、クラトス様……」

　白いクロスがかけられた長方形のテーブルには十脚の椅子が用意されていたが、座っていたのは部屋の奥にクラトス一人だった。いつもこんな風に一人で食事を済ませているのだろうかと思った彼女は、少しでも彼が楽しく食事ができるように何か話題を提供しなければと心の中で意気込んで彼の前に用意された席へ歩いていった。

「では、失礼します」

　一礼してメイドは静かに部屋を出ていってしまった。着替えの時もそうだったが、モリーと違って寡黙な女性だとシエラは思った。

　部屋の天井にあるシャンデリアとテーブルの上に置かれた燭台の明かりが食卓を照らしている。淡い黄色のポタージュスープと、白い丸皿の上には大きく切り分けられた肉がとろみのあるソースに包まれて並べられている。歯ごたえのよさそうな丸いパン、食べやすい大きさに分けられたチーズ、彩り豊かな野菜のテリーヌ、これまでシエラが食べたこともない豪華な食事風景に彼女の胃袋が早く欲しいと小さく鳴いた。慌てて腹部に手を当てたシエラは、湯気が立っているものがなくて、冷めてしまったのではと不安になった。

「遅かったな」

　眉ひとつ動かさずにクラトスが口を開いた。

「申し訳ありません。あの、ずいぶんとお待たせして……」

　頭を下げると、メイドに着けてもらった貝殻の耳飾りが、しゃらと小さな音を立てた。

「いや、いい。それよりなにをしていた？」

「身支度に手間取ってしまって……その……慣れていなかったので……」

　まさかモリーにあんなことをされた挙げ句、ぐっすりと眠りこんでしまったとは言い出しにくい。とっさに嘘をついてごまかしたが、彼の表情には何の動きも見られなかった。

「そうか」

　素っ気なく答えたクラトスはじっとシエラの方を見つめている。

「あの、このお洋服、ありがとうございます」

　洋服のせいで遅れたと言ったみたいで悪いと思ったシエラは慌てて礼を言った。薄荷色のドレスはレースを重ねて裾に向かってゆったりと横に広がりを見せ、歩く度に胸元や腰のラインに付けた花飾りが揺れる。この部屋に着くまでにまるで花の妖精になったみたいだとシエラは心を躍らせていた。

「大したことはない。よく似合っているぞ」

　そう言いながらクラトスは柔らかな笑顔を向けた。昼間とは別人のような彼の優しい笑みに心臓は飛び出しそうなくらい驚いた。

「あ……、ありがとうございます」

　思わず声が裏返りそうになる。一気に体が熱くなったシエラは真っ直ぐにクラトスの顔が見られずにテーブルの上に視線を移した。

「礼なら今聞いた。そこに座れ」

　立ったままのシエラにクラトスは彼の向かいの席を指示した。慌てて歩み寄り、椅子を引いて座ると、ドレスがしわにならないように裾を気にしながら居住まいを正した。

「では食事にしよう」

　クラトスが葡萄酒の入ったグラスを小さく掲げる。シエラは迷ったが、透明な水が入った方のグラスを手に取り、彼とグラスを交わした。

　初めにスープに口をつけたシエラは、喉を流れていくまろやかな甘みに瞳を輝かせて頬を緩めた。

「美味しいです」

　昨夜も食事は出たものの、もっと簡素なもので一人での食事だった為にまったく味を覚えていなかった。

「クラトス様は、いつもお一人でお食事を……？」

　ふと気になっていたことを尋ねると、彼は食事の手を止めて頷いた。

「ああ。それがどうした？」

「いえ、ちょっと聞いてみたかっただけです」

　シエラは首を横に振って、笑って見せた。

（私と一緒に食事をすることをどう思っているのかしら。もし、これからは一人よりも誰かと……私と一緒に食事がしたいなんて言われたら、どうしよう！）

　あらぬ妄想に口元を緩めながら、口当たりのいいテリーヌをせっせと舌の上に運ぶ。蕩けるような触感と広がる芳醇な味わいにため息が漏れそうになった。

「中庭は綺麗にするのに少し時間がかかりそうですが、薔薇園は少し伸びすぎた枝とか整えるだけでもよさそうですね」

　何か話さなければとシエラは食事をしながら考えたが、共通の話題がそれしか思い浮かばなかった。

「あれは放っておいても毎年花をつけている。あそこへ立ち入ったのは何年ぶりかだな」

「そ、そうなのですか……」

　昼間の蜜事が脳裏に鮮やかに思い出されてシエラは顔が熱くなるのを覚えた。クラトスは何も感じないのだろうか。それとも彼にとっては大した時間ではなかったのだろうか。

（男の人はあんなことをしても平気な顔でいられるものなの？）

　シエラはむずむずと下腹部が疼いてきて、黙り込んでしまった。クラトスもまた何も言わずに淡々と食事を進めている。

　沈黙に耐えかねて、ごまかすようにグラスを手に取った彼女は一気にそれをあおった。途端に、かっと喉の奥が熱くなり、その刺激でシエラはむせ込んだ。

「けっ、けほっ……、けほ……っ」

　グラスを置いた彼女はわずかにグラスの底に残った赤紫色の液体を見て、水の脇にあった葡萄酒を飲んでしまったのだとわかった。葡萄酒が通った喉や胃のあたりまでの道が熱く燃えているような感覚に目尻に涙を浮かべる。

　向かいの席にいたクラトスがすっと席を立ち、シエラの背後に回って、むせている彼女の背中を優しく摩ってくれた。

「ありが……っ、けほ……」

　少し楽になったが、まだ喉の奥がおかしい。

「そこの水を飲め」

　彼に言われて頷いたシエラはグラスに半分残っている水に手を伸ばした。すると、シエラに水を差しだそうとしたクラトスの手が先にグラスに触れた彼女の手の甲に重なり、どきりとした。そのまま掴まれるかと思ったのに、シエラの心が膨らんで破裂する前にクラトスの手が離れた。

「もう大丈夫なようだな」

　ふいと背を向けて席に戻るクラトスを見て心の風船は小さく萎んでいく。

　水を飲んで、熱い喉を落ち着かせることには成功したものの、これまでの会話が止まってシエラは少しぎくしゃくした。

（何か……、何か話さなくちゃ）

　肉にうらみでもあるかの如くじっと皿の上を睨んでいた彼女は、ふとモリーに言われた話を思い出し、ハッとした。晩餐の時に礼を言うつもりだったのをいったん眠ってしまってすっかり忘れていた。

「…………」

　いつ切り出そうかとシエラは食事を続けるクラトスを見つめる。静かにナイフを操って一口大に肉を切った彼はそれを優雅に口元に運ぶ。少し長めの前髪に隠れた瞳は神秘的な青色を湛え、燭台の明かりが作り出す顔の陰影がますます精悍な顔立ちを引き立てていた。

（ああ、とても素敵……。またさっきみたいに笑ってくれたらいいのに）

　シエラは胸をときめかせながら、ぼんやりと彼が食器を動かす様子に見入っていた。唇に付いたソースを舐め取るクラトスの滑らかな舌先の動きが昼間の行為と重なって見え、体の奥が疼く。恥ずかしさもあったが、生まれて初めて感じた熱情を思い出して頭の中が蕩けそうになる。

「……食べないのか？」

　不意に目線を上げたクラトスに食事の手が止まっていることを指摘され、ハッと我に返った。

「あ、あの……クラトス様、ありがとうございます。今日は助けて頂いて」

　色めいた想像をしていたことを悟られないように、シエラは咳払いをすると口早に言った。

「そのことならもういい」

「でも、二度も命を助けて頂いて、感謝してもしきれなくて……」

　申し訳なさそうに頭を下げるシエラを見て、クラトスの手がぴたりと止まる。

「…………」

　彼女の言葉を吟味するようにゆっくりと食器を皿の上に置いたクラトスは怪訝な顔をしてシエラを見つめた。

「忘れてしまっていて、本当に申し訳ありませんでした。あの時のご恩と今日のご恩を、なんとかお返しできたら――」

「あの時、だと？」

　遠慮がちに微笑んだシエラは真っ直ぐにクラトスの顔を見つめ返した。

「はい。私が湖で溺れていたのを助けてくださったのですよね？」

　クラトスの強張った顔を見て、少し戸惑いながら彼女は確かめるように小首を傾げた。

「お前、それをどうして……」

　なぜクラトスが目を見開いて驚いた様子を見せるのかわからず、シエラはなんと説明すればいいのか悩んだ。

「どうなされたのですか、クラトス様？」

　気まずい空気が流れ始めた時、部屋の扉が開いてメリエルが二人のもとに近づいてきた。彼のことはあまり好きではないとはいえ、会話の続かない場に他の誰かが現れてくれてシエラは少しホッとした。しかしクラトスの険しい顔はますます強くなり、眉間に深い皺を刻む。

「メリエル……、お前が話したのか？」

　低く唸るような声を出したクラトスはメリエルをねめつけた。

「まさか、私ではありませんよ。そうですよね、シエラさん？」

　急に名前を呼ばれて、シエラはぴんと背筋を伸ばした。

「え、ええ……」

「では誰から聞いたのだ？」

　クラトスの鋭い視線に射貫かれて眉をハの字に寄せ、視線を泳がせる。

「それは、その……」

　話せばモリーが罰を受けるのではないかと思ったシエラは言葉に詰まる。

「クラトス様、一体どうしたのです？　隠す必要などないではありませんか」

　メリエルは面白がるように、にやにやと薄い笑いを浮かべてシエラの肩に手を置いた。彼女はその手を慌てて振り払ったが、メリエルは主人の燃えるような眼光を受け流して壁に凭れかかった。

「余計な昔話など、話して何になるという？」

　二人のやり取りをシエラはハラハラしながら見守る。なぜ急にクラトスが怒り出したのか、尋ねることもできずにドレスの裾をぎゅっと掴んでいた。

「この娘に恩返しの機会を与えられるではありませんか。現に『クラトス様の為に何かしたい、あなたに仕えたい』と、思っているようですし」

　シエラの心の中を見透かしたように言うメリエルに、彼女はどきりとする。

「俺に仕える必要はない。庭の手入れが終わったら、城を出ていけ。滞在もそれまでだ」

　先ほどまでの穏やかな時間は彼方へ過ぎていき、シエラはいたたまれなくなった。やはり自分はクラトスにとって要らない存在なのだと思うと心がえぐられるようだった。

「私はただ、恩返しがしたいだけで……」

　美味しいと感じていた目の前の献立が急に色も味もなくなってしまったかのようで、彼女の胃の中は重苦しくなった。熱くなっていた喉の奥は急速に乾いて声が出なくなる。代わりに目頭がじわりと潤んで視界が歪んだ。

「余計なお世話だ。さっさと部屋に下がれ」

　彼の冷たい言葉にびくりと肩を震わせた瞬間に大粒の涙が頬を伝っていた。シエラはその態度すらも疎まれるのが怖くて、彼から顔を逸らすと勢いよく椅子から立ち上がってドレスの裾を持ち上げると部屋を飛び出した。

（どうしてこうなるの？　クラトス様が何を考えているのかわからない……！）

　涙を流しながら、うまく気持ちを彼に伝えることができなかったもどかしさで自分が嫌になった。

　階段を駆け上がり、部屋に戻ったシエラはその場に崩れ落ちて嗚咽を漏らした。扉の向こうからは何の気配も感じない。

（追いかけてくるはずない……）

　そう思いながらも淡い期待を抱いていた彼女はいつまで経ってもしんと静まり返った城内に深く落ち込んだ。

　のろのろと立ち上がり、寝室に向かうとドレスを脱ぎ捨て、窮屈なコルセットを外し、そのままベッドに倒れ込んだ。昼間の空気がこもったままなのか、シーツは綺麗に直されていたが、薔薇の甘い香りだけは仄かに漂っていた。慣れないドレスに背中は汗ばんでいて、露出させた肌からすっと湿気が引いていく。昼間が暑かったせいか部屋の中も蒸し暑さが残っていて、シエラはぼんやりと横になったまま赤く潤んだ目をきつく閉じた。

（体が熱い……。葡萄酒のせいね……）

　着替えるのもおっくうになり、シエラは下衣を穿いただけの姿で薄いシーツに潜り込んだ。何も考えたくなくなって、ひたすら眠ることだけを念じた。







※








　どれだけの時間が経ったのだろう。ふとシエラは何かの気配を感じて目を開けた。右肩を下にしてベッドに横になっている彼女の背後に誰かがいる。ぎしりと小さくベッドが鳴ったかと思うと、その誰かの手がシエラの頭に触れてそっと髪の毛を撫でた。

「誰っ？」

　びくりと肩を縮めて、シエラは後ろを振り返った。

「あ……。クラトス様……」

　彼女の方に伸ばした手を引いて、クラトスはベッドに腰かけたままシエラの瞳を見つめた。その落ち着いた双眸からは怒りの色は見えない。シエラはそれきり口を噤んだ。また何かを言って彼を不機嫌にさせたくない。

「シエラ。こっちに来い」

　クラトスの手がゆっくりと差し出される。

「っ……ここから出ていけって言ったじゃない……」

　クラトスの真意がわからずに、シエラはシーツを引っ張り上げて胸元を隠すと、距離を開けたまま掠れた声で答えた。

　部屋の隅に置いてある燭台がじじっと音を立てた。それ以外に物音はしない。二人の息遣いと微かな衣擦れの音だけが耳に入ってくる。

「では、そのままでいい」

　伸ばした手をベッドについたクラトスは、視線を逸らして何か思案してから、彼女の方を向いた。
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「もし、この世界が一つではないと言ったら、お前は信じるか？」

「世界が一つではない……？」

　唐突な話題にシエラは数回瞬きを繰り返した。真摯な彼の瞳は冗談を言っているようには見えない。

「この世には普段は目で見ることも手で触れることもない、干渉し合うことはない二つの世界が存在している」

　クラトスの難しい言い回しに彼女は思わず首を傾げてしまった。この世界の中でも行ったことがない場所だらけだ。それなのに、世界がもう一つ存在していると言われてもピンとこなかった。

「シエラが生まれたこの世界とは別の世界が俺の本当の居場所であり、帰るべき世界なのだ。こちらが光に包まれた世界だとすれば闇に等しい世界と言えるだろう」

　ますます突拍子もない発言にシエラはクラトスの顔を凝視する。話してもすぐには信じてもらえないと彼も思っているのか、口調は穏やかで彼女を丸め込もうとする様子もなかった。

「クラトス様は……何年もこの領地を守ってきた辺境伯ですよね？」

　町の誰もが昔からその存在を知っている。何代にも渡る歴史のある公爵家だとシエラは聞かされて育ってきた。

「俺は十年前にメリエルだけを従えてこちらの世界にやって来た。そこで出会ったこの城の主アウレストリは、森に狩猟に行った息子が誤って命を落としたことを信じられずに心を壊していた。こちらにしばらく滞在する場所が欲しかった俺は、少しだけ幻惑の法を使って、彼や城にいた人間たちに俺を息子だと信じさせた」

　彼の言葉にシエラはぽかんと口を開いた。

「……嘘」

「彼はたちまち元気になったが、しばらく体に負担をかけるような生活をしていたのだろう。あっさりと息子の後を追うようにしてこの世を去った」

　信じられない。そう言いたかったが、そこで会話を終わりにしたくなかった。

「それから俺は公爵の後継として、最低限の使用人とここに留まることにした」

「なんのために？」

　夜も更けたのだろう、室温が下がって露出した肩が寒さで震えた。あるいはクラトスの思わぬ告白に戸惑っているのかもしれない。

「お前が怪我や病に伏せることもなく、無事に成長を遂げるのを待つ為だった」

「私が？」

「そうだ。幼いお前は溺れて死にかけていた。その体に触れた俺は十年後のお前が美しい娘に成長する姿が脳裏に視えた」

　まじまじと自分の顔を見たことがない彼女は美しいと言われて嬉しい一方で、クラトスの話は荒唐無稽であっさりと信じるのは難しすぎた。

「どうせ贄にするなら、俺の目に適う相手がよかった。だから、お前を助けた」

「贄……」

　再び、理解の及ばない単語が出てきてシエラはますます眉を寄せ、不安そうにシーツをぎゅっと掴んだ。

「死にかけのシエラの体に俺の魔力でできた命の花の種を授けた。それが魂と融合してお前は息を吹き返したのだ」

「やっぱり、クラトス様は命の恩人……」

　命の花だとか種だとか想像もつかない話であるが、命を助けたというのは事実なようだ。それならなぜそのことを隠そうとしたのだろうとシエラは彼の言葉の続きを待った。

「その花の種は成長し、やがて花開く。魔族を誘う甘い香りを発しながら、次の種を結ぶのを待っている」

　花の種も甘い香りも今まで一切感じたことがない。シエラはシーツに隠された自分の肢体を見下ろした。

「どこに花が……」

「人間には見えない。次の種ができれば、融合したお前の魂も同時に体に留まることはできない。つまり、命はないということだ」

　クラトスはそこまで言って、小さなため息をついた。

「しかしあのまま放っておいてもお前は死んでいた。どちらにしろ失われる命なら生贄として利用してやろうと、十年前の俺は考えた」

「贄とはどういうことですか？」

　その恐ろしい言葉が一体何を意味するのかシエラは怖々と尋ねた。

「俺は次の闇の王になる資格を持つ者。こちらの世界の清い魂に種を植えつけ、それを依代よりしろにして闇の世界の番人と契約するための扉を開く……筈だった」

「筈、だった……？」

「お前が将来贄にふさわしい娘に成長できるか、怪我などでもして途中で命を失うことがないか、ずっと見てきた。もちろん、実際に会ってしまえば中途半端に花が開いて他の魔族が寄ってこないとも限らなかったから、十分な距離は置いていた」

　シエラは夕暮れ時に町の中を走り抜けていく黒い馬車を思い出していた。あのカーテンの向こうにはクラトスがいて、自分を見ていたということなのだろうかとシエラは息を吞んだ。

「しかし、お前が成長し、贄にふさわしい体になっても、どうしても俺はお前のもとへ行くことができなかった」

「どうしてですか……？」

「お前も気づいているだろう。俺に近づけば自分の意志とは関係なしに俺を求めてしまうことを」

　クラトスに会った瞬間から、彼の傍にいたいと思った。体に触れられ悦びを感じていた。思い当たることだらけだったシエラは小さく頷いた。

「それはお前の中に宿った命の種が花になり、本能に従って次の種を生みたがっているからだ。強い魔力を体内に直接与えることで花の成長は進むからな」

　その言葉を聞いてシエラは顔を赤らめた。

「だから少しでも長生きしたいのなら、魔族に……特に俺には近寄らない方がいい。もう花は開いてしまったが、魔族の傍にいなければ体がおかしくなることもない」

「ではクラトス様は他の誰かを贄にするのですか」

「……いつかお前が寿命を迎えて、俺の魔力を必要としなくなった時はそうかもしれない」

　シエラは心臓を掴まれたように苦しくなった。他の誰かとクラトスが結ばれるのを想像したくなかった。たとえその時自分がそこにいないのだとしても。

「クラトス様。どうか私の命を使ってください！」

　思い切ってシーツを取り去り、ほとんど裸のままクラトスの胸に飛び込んだシエラはそのまま彼の服にしがみついた。

「それはお前の意志ではないと言っているのだ。体に宿った命の花の本能が俺の魔力を求めているだけだ。こんな所で死にたくないだろう？」

「でも、クラトス様は初めからそのつもりだったのでしょう？　薔薇園でも……」

「俺は気まぐれなんだ。何十年かかってもお前以外の命を利用することに決めた。薔薇園でお前に手を出したのは、花が開花しきれずに体が苦しそうだったからだ」

「私以外……？　私のことはもうどうでもいいのですか？」

「……そうだ」

　耳元で答えるクラトスの固い声にシエラはずきりと胸を痛めた。頭の中で大きな耳鳴りが響いて、彼の冷たい言葉が反響している。

　その時部屋の壁にどんと何かがぶつかる音がして、シエラはハッと窓の方を向いた。丸い銀月の柔らかな光以外に何も見えなかった。

「今の音は……？」

「シエラの花の香りに誘われてきた魔族だ。部屋の周りには結界を張ってあるから、低級のものはここまでは入ってこられない。朝になれば消えるだろう」

 クラトスに守られているのだと思ったシエラは嬉しくなって彼の胸に顔を埋めた。

「私、クラトス様のことが好きなんです」

　今まで胸につかえていた漠然とした想いが滑るように出ていった。

「だからそれは花の……」

「きっかけは何でもいいじゃないですか。クラトス様が振り向いてくれるまで、私はここから出ていきませんから」

　一度想いを伝えると気持ちが昂って彼しか見えなくなる。シエラは顔を上げると自らクラトスに口づけた。

「まったく……厄介な花が咲いたものだ」

　クラトスに両肩を掴まれ、ベッドに突き放される。スプリングが大きく軋んで、彼女の二つの大きな果実が柔らかく揺れた。

「何度でも言う。それはお前の意志ではない」

「私だって、何回でも言います。クラトス様が好きです」

　きっぱりと言い放つとクラトスは前髪を大きく掻き上げてベッドの上に体重を乗せてきた。

「もう一度言ってみろ」

　馬乗りになったクラトスの端正な顔立ちを見上げながら、彼の重みにドキドキと胸を高鳴らせた。

「好きです……、愛しています……」

　眉を寄せ、精一杯の気持ちを込めてシエラは言葉を紡ぐ。クラトスの瞳が揺れたように見えたのは、蝋燭の灯りが見せる錯覚だろうか。

「では、望み通り、くれてやろう」

　クラトスは着ていた服をすべて脱ぎ捨てると、シエラの身に着けていた白い三角形の下衣もはぎ取ってしまった。仄暗いとはいえ、目は暗さに慣れている。クラトスの引き締まった体と逞しく屹立した雄棒を初めて目の当たりにしたシエラはそれだけで体の奥が熱くなった。潤み、疼いて蜜洞がうねりだし、愛蜜が体の外へ溢れる。

「ああ、クラトス様。早く中に……」

　シエラは自分でも大胆な台詞だと思ったが、口が勝手に言葉を紡いだような気がして驚いた。

（体が……命の花がクラトス様を欲しがっているの……？）

　そんなことを考えているシエラの心を知ってか知らずか、クラトスは黙ってシエラの両脚を大きく左右に広げた。ぱっくりと割れた溝に空気が触れてシエラはぞくりと震えた。晒された花園の入り口にクラトスが己の逞しい分身をシエラの開かれた花弁に擦りつける。指よりも太く熱を帯びたその弾力のある先端にシエラの零した蜜が絡みつく。

「それが……ほしいの……」

　腰が甘く震えた。

「お前に宿った花はずいぶんといやらしい。自分でその味を味わってみろ」

　クラトスはシエラの背中に手を入れて彼女をベッドの上に起こすと、彼女の目の前に雄棒を差し出し、突然小さな唇に押し込めた。弱く開いた口の奥へ熱い塊をねじ込まれ、驚いた彼女は顔を逸らそうとするが、両手で頭を掴まれて逃れられない。引き抜こうと後ろに頭をずらすが、一定の所まで行くと再び両手で頭を押さえられて奥まで何度もクラトスの逞しい雄棒が舌の上で擦れるのを感じた。飲み込めない唾液が口の中にいっぱいになり、唇の端から溢れていく。

「これが欲しいんだろう？」

　シエラは困惑して彼を見上げた。何も話すことができない。どうしていいかわからず、いじめられているのかと思ったシエラだったが、これが自分の体に埋められたらどんな風になるのだろうと悦びを想像して、徐々に彼の雄棒に吸いつく力を増していった。力強く脈打つような生命力にシエラは酔いしれ、太腿を愛蜜が垂れていくのも構わずに夢中で彼の太く熱い体を貪り続けた。

「本当に……いやらしい……」

　クラトスの短いため息とともに、シエラの舌の上で一層大きく膨張した雄棒は、彼女の喉の奥めがけて欲望を弾けさせた。熱い愛液が突然奥まで流れてきて、シエラはむせそうになったが、何とかこらえて苦みのあるそれを飲み込んだ。

「クラトス様……、とっても熱い……です」

　はあはあと息をつきながら呟くシエラは引き抜かれる雄棒の先と自分の唇とを結ぶ白い糸をうっとりと見つめながら、まだひくりと動くそれに手を伸ばそうとした。しかしクラトスはやんわりと彼女の手を払いのけ、にやりと笑った。

「指一本触れていないのに、この有様か」

　クラトスはシエラの淡い茂みの中に手を差し入れた。少し秘弁を擦っただけで、ぬちゅりと淫らな水音を立てる。

「後ろを向け」

　そう言われてついに一つに結ばれるのだとシエラは顔をほころばせた。心のどこかで命を落とすことが怖いと感じていたが、それよりも目の前の誘惑には勝てなかった。

「もっと、高く」

「こう……ですか？」

　彼に向かって小さな張りのある双丘を突き出す。こんなに高くていいのだろうかと彼女が思った時、蜜口に何かが触れた。ずぷりと中に這入ってきたのは先ほど口に含んだものよりも細い。

「あっあっ……、約束が、ち、ちがいま、す……っ」

　クラトスの節だった長い指が蜜壁を擦り上げる。奥へ這入っては外へ出て、何度も中を往復する。甘い痺れが腰のあたりをくすぐって、目の前を桃色に染める。しかし、今欲しいのはこれではないとシエラは首をひねってクラトスの顔を見た。

「俺を欲しがっているのはお前の中にある命の花だ。俺を受け入れれば本当に死ぬぞ」

「あ……っ、はっ、花のせい……なんかじゃ……」

「まだそんなことを言っているのか。俺は……お前が欲しい。その花の香りが欲望を掻き立てる。お前が感じれば感じるほど芳香が強くなる」

　ぐちゅぐちゅと溢れる愛蜜を手で受け止めながらクラトスは言った。

「でも、好き……なんです、クラトス様のことが……」

「お前は俺の魔力を欲しがっている花に操られているだけだ」

　指が引き抜かれ、温かく濡れた彼の舌先に蜜口を舐め上げられる。

「ふぁ……ん！　そんなに吸っちゃ……」

　力いっぱい蜜口に吸いつかれて、シエラは背中を仰け反らせながら甘い声を張り上げる。太腿を押さえつけられるように掴まれ、濡れた舌先の艶めかしい動きにシエラは悦び震えた。クラトスの右手が柔らかな腿を掌で撫でながら内側からそっと移動する。その指の先にはぷっくりと膨らんだ紅玉があり、器用に姿を露わにされたシエラは、甘く気怠い痺れが額のあたりに集まってきて、眉を強く寄せた。

「ふっ……は……あ、あ……っ」

　背中から汗が噴き出し、シエラはがむしゃらにシーツを掴んだ。頬が夕焼け空のように真っ赤に染まり、クラトスの蕩けるような舌戯に腰が震えだす。一段と強く吸い上げてから顔を上げたクラトスは体をずらし、紅玉を弄りながら、今度は揺れる果実に手を伸ばした。すでに硬く尖った蕾をぎゅっと摘ままれてシエラは背中を仰け反らせ、腰を高く振り上げた。

「あっ……だめ……っ」

　ぞくぞくと腰のあたりから立ち上る稲妻のような衝撃が脳天を突き抜け、瞼の裏に閃光が走って、頭の中が真っ白になる。

「あ、あ……」

　腰から下の力が抜けてシエラは崩れるようにベッドに伏した。彼女の体の下のシーツが瞬く間に大きなシミを広げていく。腹部のあたりが温かくぐっしょりと濡れていたものの、彼女は乱れた呼吸を整えるのに精いっぱいでそこから動くことができなかった。

「体が持たなそうだな。今夜はこれぐらいにしておく」

　もっと奥へ来てほしいのに、シエラは霞みがかった意識の中でクラトスが服を身に着け寝室を出ていくのを見ていることしかできなかった。まだ蜜口は震えていて、蜜洞に残った愛の雫がとろりと溢れた。

「クラトス様……、どうして応えてくれないの？」

　遊びでも何でもいいから、この疼きを満たしてほしい。渇いた心を潤してほしい。確かに昨日今日会ったばかりでこんな風に思うのはおかしいのかもしれない。本当に体の中に命の花というものがあるのか、にわかには信じがたかった。とはいえ、そうでなければこの燃える体の説明はつかないかもしれない。

　それに自己紹介もしていないうちから名前を知っていたことも納得がいく。ずっと前からクラトスに見守られていたのだと思うと不思議な気持ちになる。

「私、どうなるの……？」

　乱れたシーツに横たわったまま、いつの間にか燭台の明かりも消されて部屋の中は満月の冷たい輝きに満たされていた。それを見ているうちに彼女は何だか泣きたくなって、固く瞳を閉じた。
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　鳥のさえずりを聞いたような気がしてシエラは重い瞼を開いた。部屋の中は眩しいほどの朝日に照らされていて、シエラの白い肌に降り注いでいた。

「もう朝……」

　昨夜はうとうとしたかと思うと、部屋の外で聞こえる物音とも呻き声ともわからないようなくぐもった音が聞こえていて、時折目が覚めてしまい熟睡することができなかった。もしかしたら部屋の中に入ってくるかもしれないという恐怖でシエラはベッドの中に潜り込んで膝を抱えるように丸くなり、耳を塞いでいた。

　徐々にその奇怪な音も聞こえなくなったと思ったら、朝が来たからなのだとシエラはクラトスの言葉を思い返していた。力の弱い魔族が太陽の下に出てこられないというクラトスの話は本当のようで、窓の外には何の影もない。ということは昨夜の話はすべて本当だったのかとシエラは唇を噛む。

　部屋にいるとどうしてもクラトスのことが頭から離れず、彼との甘い蜜事を思い出しては体の奥が疼いて落ち着かなかった。そっと淡い茂みの向こうに手を伸ばせば何もしていないのに、じっとりと濡れている。ベッドに横になったままのシエラは天井を向きながら指先で恐る恐る湿った中心の溝をなぞってみる。クラトスに触れられた時のような羞恥と愉悦が入り混じったような甘い感覚はない。淡い茂みの丘の中に芽生えた花芽に指先が当たると少し蜜壺が疼いた。

「クラトス様……」

　彼の顔を思い出しながらシエラは花芽の周りに幾度も指を這わせ、浅い呼吸を繰り返した。しかしいつまで経っても意識が飛んでいくような衝動は訪れず、いたずらに蜜だけが溢れてくる。

「やっぱりクラトス様じゃないとだめだわ」

　手を離し、起き上がったシエラはほんのり紅潮した頬を掌で包み込んで、小さなため息をついた。濡れそぼった花園がむずむずと疼いて、シエラは太腿の間に手を挿し込んでそれを押さえようとした。

「本当に私……はしたない……」

　ベッドにぺたりと座り込んだシエラは首を横に振った。櫛を通していない乱れた亜麻色の髪が揺れた。

「ここにいるから余計なことを考えるんだわ。少し頭を冷やしてこよう」

　立ち上がって寝室から出たシエラはクローゼットの中から薄い上着を取り出すと半袖のワンピースを着た上に軽く羽織って部屋を出た。あまり歩き回るなとクラトスには言われているが、太陽が出ている間は大丈夫だろうと静かな城の中を歩きながら思った。迷子になりそうな広さだが、昨日クラトスについていった道順を何となく思い出しながら足を進めると、洗練された香りが漂ってきた。

「こっちで間違っていないみたいね」

　歩みを速めると、すぐに目の前に鮮やかな薔薇園が広がって、シエラはホッとした。勢いよく成長した薔薇の生け垣には朝露に濡れた蜘蛛の巣がいくつもあって、宝石のような澄んだ雫が朝日を受けてキラキラと輝いていた。

　花を見ていると気持ちが明るくなって、穏やかな心地になる反面、町の花屋に再び戻ることができるのか不安になった。

「もし私が町へ帰ることになったら、クラトス様は自分の生まれた世界に帰ることはできないし、またここでひっそりと生き続けるのかしら」

　普段彼は何をして過ごしているのだろう。私がここへ来なかったらどうしていたのだろう。シエラはいつの間にか立ち止まって薔薇の花を見つめながらクラトスのことを考えていることに気づき、苦笑した。

「結局どこにいても同じだわ」

　爽やかな青空が気を紛らわせてくれるとはいえ、心はクラトスの方を向いているのだ。

「命の花ってどんな花なんだろう？」

　シエラは服の上から自身の体を見下ろした。

「反り返った大きな花弁が六つ。色はそこの蜘蛛の巣についた露のように瑞々しく澄んで銀とも透明とも言えない輝きを放っている。その中心には赤く色づいた鮮やかなめしべがクラトス様の魔力が注がれるのを今か今かと待っているのです」

　背後からかけられた声にシエラは飛び上がりそうになった。振り返ると、そこには影と見間違いそうになるくらい黒づくめの服装のメリエルが色のない表情で立っていた。

「メリエル、さん……。おどかさないで」

　足音も近づく気配もしなかったことにシエラは驚いたが、平静を装って口元に何とか笑みを作って見せる。

「これは失敬。あなたが思い詰めた顔をして薔薇園に入っていくのが見えたものですから何か問題でもあったのかと思いまして」

　帽子の鍔でできた影に一層顔色が悪く見えるメリエルは眉を寄せて近づいてきた。

「問題だらけだわ」

　口を尖らせてシエラは胸の前で腕を組んだ。

「メリエルさんが私をここへ連れてこなければこんな気持ちにならずに済んだのに……」

「こんな気持ちとは？　わたくしでよければ相談に乗りましょうか？」

　細い目を精一杯見開いて、彼は柔らかな声で言った。

「あなたもあちらの世界の人なんでしょう？　私の命の花を狙っているの？」

　シエラは警戒するように彼から距離を置く。

「ほう。やっとクラトス様から命の花のことを聞いたようですね。それでもあなたは体に宿したものを返そうとしない。そんなに命が惜しいですか？」

「私……、死ぬのは怖い。でも、やっぱりクラトス様にも申し訳ないとも思っています……」

「ではなぜその体をクラトス様に捧げないのです？」

「それは……クラトス様がそうしないからです。私だって本当は……」

　本当はクラトスと結ばれたい。奥深くまで愛し合って一つになって頭の中が真っ白になるまで彼を感じたい。シエラはそう言いたかったが、口にするには恥ずかしかった。

「わたくしはクラトス様のしもべとして永年仕えてきました。あの方が王になる時をこの目で直接見てみたい。だから一刻も早く生贄となる人間を探そうと一緒に人間界へやって来たのです。クラトス様も王になることを望んでおられます。どうか、あの方の為にその命を返してもらえませんか」

　乾いた土の上に、突然膝をつき、掌をついて地面に頭をこすりつけるように土下座したメリエルを見てシエラは目を丸くした。

「あ、あの……っ、そんなことしないでください」

「クラトス様の為に、どうか、お願い致します」

「クラトス様の、ため……」

　シエラはその言葉にずきりと心が痛んだ。

「あなたはクラトス様のお蔭で今まで生きることができたのですよ。その恩を返すのは今しかないのです」

「恩を返す……」

「その命はクラトス様のもの。身も心も捧げるのは辛いかもしれませんが、花は主のもとへ帰りたがっているのです」

　シエラはぎゅっと腹部のあたりを押さえた。

「でも……クラトス様は、私の体に触れてもそれ以上のことはしてくれません……」

　恥ずかしさを忍んで振り絞るような声を落とすと、メリエルはゆっくりと顔を上げた。

「それは、あなた次第ですよ」

「私……？」

「そう。今や開花した命の花の芳香、そして零れる蜜の濃さは甘い誘惑の香りとなって魔族のすべてを惑わせます。もちろんそれはクラトス様とて例外ではございません」

「本当に……？」

　立ち上がったメリエルはゆっくりとシエラの方へ歩み寄ってきた。

「クラトス様はお強い方ですから、貴女を前にしても自分を保っておられるのでしょうが、内心では貴女を貪欲なほどに求められておられます」

「それは私には何とも……」

「手を貸してごらんなさい」

　メリエルはシエラの手を取ると、それを自分の体の中心に押し当てた。硬いものが触れ、顔シエラはさっと顔を赤らめた。昨日咥えたクラトスの熱い体を思い出して秘花が蜜で濡れる。

「あなたの香りがこうさせているのですよ。できれば今すぐにでも魔力を放出したいくらいです」

　ふふと笑うメリエルにシエラは咳払いをして手を振り払った。

「でもクラトス様は……」

「それは、あなたの誘い方がうまくないのでしょう。もしかしたら何か失礼なことをされているのかもしれませんし」

「そんなこと、私にはわからないわ」

　眉根を下げるシエラに、メリエルはふうんと思案するように顎に手を当て、それから指先を彼女に向けた。

「今夜はちょうど満月が欠け始める陰の時。わたくしが直接あなたにクラトス様の誘い方をお教えいたしますから、月が高く昇った頃にあなたの部屋にお邪魔致します」

　そう言って彼女の返事も聞かずにメリエルは薔薇園の垣根の向こうに消えていった。

「え、待っ……」

　慌てて彼の後を追うが、垣根を曲がったところでシエラは足を止めた。文字通り、彼の姿は忽然と消えてなくなっていた。
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　味のない晩餐を黙々と済ませたシエラは、部屋の中でじっと過ごしていた。今日は一日クラトスの姿を見かけなかった。心が恋い焦がれておかしくなってしまうのではないかと思ったが、意外と心も体も落ち着いていて、彼の傍にいる方が熱情に掻き立てられるのだと思い知らされた。このまま彼に会わずに町に帰れば今まで通りの生活に戻れるのだろうか。

「戻れるわけ……ない」

　もう知ってしまった、大好きな人から受ける蕩けるような愛撫を。会いたいと願う気持ちはけっして花のせいだけではないとどう言えばクラトスに伝わるのだろうか。

　部屋の扉をノックする音に、シエラはどきりとした。恐らくクラトスならばノックもせずに入ってくるだろうと彼女は思った。ならば相手はあの男しかいない。部屋の中に招き入れるのは不安であったが、クラトスと結ばれる術を教えてくれるという誘惑には勝てなかった。

「はい……」

　ノックに応え、扉を開けたシエラは予想通りの相手がそこに立っていることに警戒しつつも、静かに彼を部屋の中に入れた。

「この窮屈な感じ……、クラトス様が結界を張られているのですね」

　部屋に入ってきたメリエルはぐるりとあたりを見回しながら呟いた。

「わかるの？」

「ええ。もっともわたくしくらいになると、この程度でしたら耐えられます。クラトス様の魔力が元に戻ればこんな比ではありませんが」

　暗に早くクラトスに命の花を渡せと言われているようで、シエラは気まずくなって顔を逸らした。

「それにしても、部屋中に甘い芳香が染みついているかのように濃厚な空間だ。ここに立っているだけでももう気分が高揚してたまらない」

　薄く笑うメリエルがシエラのつま先から頭まで舐め回すように眺めてくる。彼女は眉をしかめて、後ずさった。

「まあまあ。そんなに怖い顔をなさらないでください。言ったでしょう、クラトス様をお誘いする方法を教えてあげますと。お部屋を移動しましょう」

　シエラは十分に警戒しながらも、ゆっくりと隣の寝室に向かった。

「では始めましょうか」

　背後から胸を鷲掴みにされて、シエラの体が総毛立った。

「触らないで！」

　叩き落とすように彼の手を退けたシエラはメリエルと向き合って、体を強張らせた。

「クラトス様に好かれたいのでしょう？　わたくしがどうすればいいのか教えてさしあげますよ。まずは容姿の確認をいたしましょう。服を脱いでごらんなさい」

「い、いやよ」

　シエラは首を横に振った。

「ではこのままでいいのですか？　クラトス様に不義理であっても？」

　そう言われてシエラは言葉に詰まる。すべてはクラトスと結ばれるためだと自分に言い聞かせて彼女は渋々服を脱いでいく。

「それもですよ」

　メリエルに指摘され、シエラはためらいながらも下衣を脱いで、手で胸元と太腿で閉じられた体の中心を隠した。彼女の周りをゆっくりと歩くメリエルのじっとりとした視線が肌を撫でまわしているかのようでシエラは唇を噛んだ。

「あまり恥じらい過ぎるのもよくありませんね。もっとすべてを曝け出しなさい。そこへ横になって」

（クラトス様の為……）

　そう心の中で呟きながらシエラは言われるままにベッドに横になる。スプリングが小さく軋んで、柔らかな二つの果実が揺れた。

「見た所は問題なさそうですが、ここはどうでしょう？」

　ぐいと強引に膝を曲げられ、秘部を覗き込むメリエルにシエラは赤面した。

「いやっ……」

　脚を閉じても、高く持ち上げられ、桃色の花びらは彼の目の前で花開いた。

「おや。これは」

　冷たい指先が蜜口に触れ、シエラはびくりと体を震わせる。

「見られただけで、体が熱くなるのですか。清らかな人間かと思いましたが、思ったよりいやらしい体をしているのですね」

　顔を上げたメリエルは指先を濡らす愛蜜の感触を確かめるように指先を擦りあわせ、二本の指の間に引く白い糸を面白そうに眺めた。

「や、やめて……」

　シエラの耳がかあっと熱くなる。メリエルはそんな彼女の恥じらう顔を見て口の端をゆがめると、柔らかな花園の入り口を撫でまわし指先で弄んだ。

「……っく、んん……っ」

　弱く甘い痺れが体の奥を刺激してひくりと疼きだす。

「ああ、この花の香……こうしているだけで、理性など吹き飛んでしまいそうですね」

　べっとりと指に絡んだ愛蜜を一滴残らず舐め取ろうとメリエルは指の根元まで吸いつく。その様子を見てシエラは震えた。

「も、もういいでしょう……？」

「まだですよ。蜜の味がとても美味しいのはわかりました」

　メリエルはシエラを押さえつけていた手を離し、服を脱ぎ始めた。骨の浮いた青白い体を晒したメリエルはシエラの上に乗ってきた。

「どこに問題があるのか、もっと確かめる必要がありますね」

　二つの果実を掴まれて、勢いよく揉みしだかれる。

「ふっ……、あぁん……っ」

　シエラはメリエルから目を逸らしたが、尖る頂を摘み上げられ、額のあたりに集まった愉悦を感じ声を上げずにはいられなかった。

「良い声ですね。もっと素直になってもいいんですよ」

　シエラは唇を引き結んでメリエルの言葉を無視した。

「クラトス様がお相手だと想像しなさい」

　メリエルの手が瞳を覆う。真っ暗になる視界。戸惑うシエラ。メリエルの舌が頂のふもとを舐め回す。

「あっ……やめ……っ」

　じっとりと濡れた感触に背筋がぞくりと震え、腰が浮いてしまう。

「いや。もう、やめて……っ」

　両目を覆っていたメリエルの手を掴んでシエラは、彼を睨みつけた。

「もうあなたには頼まないわ！　早くそこからどいて！」

　起き上がろうとする彼女の体の真横に、天井からぼたりと何かが落ちてきた。さっと視線を向けると白いシーツの上に赤と黒のまだら模様の二匹の蛇がゆっくりと体をくねらせていた。

「きゃあっ！」

　逃げようとするシエラの両肩をベッドに押しつけ、メリエルは笑った。

「わたくしの大事なペットです。噛まれればあっという間に全身に毒が回りますよ」

　身動きが取れないうちに、彼女の両手首に冷たい感触が巻きついてきた。二匹の蛇はそれぞれシエラの顔を見つめながら赤い舌を覗かせている。

「少しでも抵抗すればその毒蛇があなたの手首に噛みつきますよ」

　締めつけるわけではないとはいえ、緩くもなく蛇は二重にシエラの手首から肘のあたりに絡みついてきた。

「わ、私が死んだら、あなただって向こうの世界に帰れなくなるわよ」

「あなたの命が尽きる前に花に魔力を注げばいいのです。そうすれば強力な魔力をもった命の種を私は手に入れることができる」

　メリエルの冷たい笑みにシエラは顔をゆがめた。

「最低ね、あなた……」

「初めからこうしていればよかった。クラトスが闇の番人、王となる為の契約を交わす瞬間に彼の命を奪おうと思っていましたが、もう待てません」

　ばたばたと暴れるシエラの両脚をメリエルは両手で押さえつけ、ぱっくりと大きく左右に開いた。

「ふむ……いい眺めですね。大きく開いた花びらがわたくしを誘っている」

　シエラの顔から血の気が引いた。

「いや……やめて……」

　小さく首を横に振る。メリエルは大きく反り返った欲望の証を体の中心にそびえさせ、シエラの足の間に迫ってきた。荒い息遣いが近づいてきて、彼女の体が細かく震えだす。

「すぐにいい気分にさせてあげますよ」

　長い舌で自身の唇を舐めたメリエルが、抵抗する術を持たない無垢の花弁の中心に熱くなった蛇の頭のような塊を押しつけてきた。

「いやっ！　やめて……お願い！　助けて！」

　恐怖でひきつった目元からは涙さえも流れない。

「その顔、ぞくぞくしますね」

　楽しくて仕方ないというように口の端をいっぱいに広げて笑みを浮かべながら、彼は蜜口を押し広げていく。

「ひ……っ、やぁっ……！　クラトス様！　クラトス様！」

　シエラは必死で声を張り上げた。彼の部屋がどこにあるのかわからない。声を上げても誰も助けに来ないかもしれない。いっそ抵抗して毒蛇に噛まれて死んだ方がましかもしれないと覚悟したシエラが両手を握り締めた時だった。

　メリエルの細い瞳がハッと見開いて笑みが消え、苦しそうに顔を歪め出した。

「結界の力が……強くなって……」

　喉元を押さえつけたメリエルは呼吸を速めて上半身を起こす。蜜口からメリエルが離れるのを感じ、吐き気がするようなひと時から解放されたシエラは安堵のさざ波が心に広がっていくのを感じた。

「く……、体がちぎれてしまいそうだ……」

　舌打ちしたメリエルは裸のままベッドから転げ落ちるようにして壁に手を突くとそのまま中に吸い込まれるように溶けていった。重圧も何も体に感じないシエラは呆然とその様子を見つめていた。しかし手首に巻きついたままの蛇は消えることがなかった。

　窮地を助けてくれたのはクラトスしかいないという確信で胸が張り裂けそうになって、シエラの瞳からはとめどなく涙が溢れだした。

　その時、隣室の扉が開く音がして、シエラはそちらに顔を向けた。
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「シエラ！」

　寝室に顔を見せたクラトスは険しい表情で、右手を大きく薙ぎ払ってみせた。部屋の中だというのに強い風が巻き起こってシエラは目をぎゅっと閉じる。

「シエラ……無事か」

　彼の声がすぐそばで聞こえて恐る恐る目を開けたシエラは蛇の姿が消えてなくなっていることに気づいた。まだ肌にはしっとりと気味の悪い感覚が残っていた。とはいうもののベッドの傍で彼女を見下ろしているクラトスの顔を見た途端にそれは払しょくされた。

「クラトス様……！　怖かった……」

 　起き上がって彼にしがみついたシエラは背中に回される温かい手にホッとして、再び涙を流した。

「メリエルの仕業だな」

 　彼の固い声にシエラは小さく頷いて同意する。

「俺と離れていれば花の芳香は薄まる筈。なのに、なぜお前はこんなにも甘い香りを放っている？」

　クラトスの言葉が何を意味しているのかシエラにはわかって、どきりとした。勢いよくベッドに倒され、あっという間に両脚を開かされる。その行為はメリエルにされた時とは違って、強く甘い疼きを感じさせた。彼の手がすっと脚の付け根に伸びる。

「シエラ。これはどういうことだ」

 　彼の指先にはべったりと絡みつく蜜が糸を引いている。

「クラトス様が私の気持ちに応えてくれなかったから……」

「欲求を満たすなら俺以外の誰でもよかったのか。俺はお前達の邪魔をしたようだな」

「違います！　どうしたらクラトス様が私を……」

「言い訳はいらない」

 　また彼を怒らせてしまったのだと悲しくなったシエラは、体に覆いかぶさってきたクラトスの体重を受け止めて息が苦しくなった。

「あ。ク――」

　名前を呼ぼうと開きかけた唇をクラトスの口づけで塞がれ、シエラは一瞬呼吸ができなくなる。

「……っふ、あぁ……っ！」

　さきほどまでのメリエルの冷たくねっとりとした愛撫よりも、燃えるような激しさにシエラの心がたちまち熱くなる。やはり自分にはクラトスしかいないのだと改めて気づかされ、シエラは貪るような口づけに応えるように、彼の体に抱きつく。

「お前は俺だけのものだ。愛している」

　真っ直ぐに見下ろしてくるクラトスの青い瞳の奥に炎のような揺らめきを見て、シエラは目を潤ませた。

「クラトス様、それならどうして……」

「愛する者をみすみす死なせたいと思うやつがいると思うか？　お前には穏やかな一生を送ってほしかったから、あえて会わないことを選んだのだ」

　ようやく彼の本音が聞けたとシエラは涙を浮かべながら、微笑んだ。

「クラトス様……」

「しかし、お前が生きていても他の誰かのものになるならば、いっそ俺のものにしてやる」

　いつもよりも激しい口づけをクラトスは首筋、柔肌、腹部へと落としていく。

「あぁ……もっと……」

　力なく脚を投げ出したままシエラは喘いだ。

「そうすればお前は永遠に俺のものだ」

「……はい、私もクラトス様と結ばれたいです」

「俺もシエラ以外に結ばれたい相手はいない」

　二人の気持ちが重なったところで、クラトスは服を脱ぎ捨て、シエラの潤った蜜口に雄棒を押し当てた。わずかな体温の差に、シエラは少しだけ緊張してクラトスの瞳を見つめた。

「怖がることはない。嫌ならいつでもやめてやる」

　ぬっと蜜口が押し広げられ、シエラの体に焼けつくような痛みが走った。クラトスが奥へ進む度に熱っぽい痛みは増して、シエラの鼓動に合わせて脈打つかのようだった。

「あ…っ、ひ……」

　己の形を刻むようにクラトスが蜜壁を戻ったり進んだりを繰り返しながらシエラの奥へ体を埋めてくる。

「シエラ。愛している」

　覆いかぶさってきたクラトスの甘い口づけにシエラは夢中で舌を絡ませた。燃え盛るような激しい炎はやがてとろとろと心地のよい熱に変わってくる。クラトスのゆっくりとした動きにも慣れ、シエラは熱い吐息を漏らしながら気持ちが昂っていくのを感じた。

「ああ、私も……！」

　彼女が彼の背中に腕を回すと、クラトスは徐々に緩急をつけてシエラの中を愛し始めた。もう二人の間には体温の差はなくなって、繋がっている部分が溶けてしまいそうなくらい熱くなっていた。彼が奥へ向かって体を揺さぶると、シエラは腰に甘く気怠い愉悦を感じて、眉を寄せて嬌声を上げた。

　その動きは少しずつ激しさを増し、彼女の本能を呼び覚ます。腰のあたりの苦しさと甘い衝撃で体も心も砕けそうで、シエラの意識はとろとろの桃色の波に飲まれていった。

　シーツを掴んでいなければ、体も意識もどこか遠くにいってしまう気がして、無我夢中で指先に力を込める。

「いい表情だな、シエラ。もっと啼かせたくなる」

　低音の心地のよい声が上から降ってきて、シエラは薄く目を開けた。クラトスの掌がシエラの細い腰を撫で、さらさらと腹部を撫で下ろしていく。その指先が亜麻色の茂みを越えて下った先に、彼女の弱い部分が隠されていた。

「ここが好きだったな、お前は」

　含み笑いをしたクラトスに、シエラの体がぴくりと震える。

「一緒に可愛がってやろうか？」

 　彼女が答える前に彼はそっと手を離し、再び深くまで熱く猛った体を埋める。

「っは……あぁん！」

 　撃は頭の先まで突き抜けて、シエラの背中がシーツから一瞬浮いた。

「あっあっあぁ……っ、クラトス様ぁ……っ」

　全身の血液がすべてクラトスを感じようと下腹部に集中しているかのように、指先の感覚がなくなってくる。シエラは愛おしさで胸がいっぱいになった。悦びで満たされていく心は間違いなく自分の意志なのだと彼女は再認識する。

「そんなに声を上げたら、すぐに嗄れて出なくなるぞ」

　喘ぐ彼女の舌の上にクラトスの長い指が乗せられる。思わず舌先を動かしてそれを舐めると、彼がにやりと口の端を歪めて笑った。

「いやらしい舌遣いだ」

　なおも口腔内をなぞる指先にシエラは舌を絡ませ、吸いついた。節だった長くて細い指の感触がたまらなく愛しい。

「んっ……ふぅ……んんぅ」

　口の中があっという間に唾液でいっぱいになる。同時に二人がみっちりと繋がっている部分から溢れた愛蜜が、体がぶつかり合うたびに淫らな水音を立ててシーツに飛び散った。

「これが聞こえるか？　お前が声を上げなくても、こっちの方は黙っていられないようだぞ」

　わざと耳元で囁くクラトスの声がぞくりの頭の中に響く。体が揺れるたびに、彼女の耳にはクラトスの熱い吐息と、ぐちゅぐちゅといやらしい音が聞こえきてシエラはさっと顔を赤らめた。

「やっ……そんなこと、言わないで」

　咥えていた指を離し、シエラは恥ずかしさのあまり顔だけクラトスから逸らした。

「これだけ甘い蜜を零されたら、さすがの俺もおかしくなりそうだ」

　彼女の唾液で濡れた指先で、隠れた花芽を探られ、シエラは再び腰を震わせた。

「あっ……やっ……」

　やめてと言う前に、クラトスの指先は難なく彼女の弱い部分を見つけ出し、指の腹で何度も撫でる。その度にびくびくと腰が跳ね、じっとしていられない。

「自ら腰を振るとは積極的だな、シエラ。そんなに俺が欲しいのか」

「……っ、いじ、わる……」

　甘い痺れに耐えながら、シエラは喘いだ。

　幾度も体がぶつかり合い、溢れる桃色の蜜がシーツに飛び散る。クラトスと一つに結ばれたという満たされた思いがシエラの思考を真っ白に染めていった。

「あっ……もう……きもちいっ……」

　ぞくぞくと甘い愉悦が腰のあたりから背筋を上って天まで駆け抜けていった。これまでにないほど濃厚で熱い蜜が溢れ、意識が外へ解放されるようにシエラは全身から力が抜けて、ぐったりとベッドに身を預けた。それとともに、クラトスの雄棒がより逞しく震えあがり、シエラの中に咲く命の花めがけて強い魔力を解き放った。熱いものが体の奥で渦巻いて、シエラはうっとりと嘆息した。

　しばらく、ふたりとも言葉を発しなかった。乱れた呼吸が少しずつ元に戻って、互いに視線を絡ませる。

「クラトス様……。私、とても幸せ……」

「シエラ……」

　翡翠色の瞳がゆっくりと閉じていくのを見て、クラトスはハッとした。

「クラトス様に会えて……よかっ――」

　クラトスの背中に回されていた腕がベッドの上にぱたりと落ちる。

「シエラ……」

　シエラの体が光を帯びる。腹部の上に輝く花が形を変えて銀色の六角形の結晶が生まれた。クラトスがそれを手に取ると、静かに彼の中に吸い込まれていった。

「……」

　クラトスが無言で彼女に手をかざすと、肌を覆うように白い布がかけられ、やがて形をかえたそれは裾の長いドレスになった。自身も服を身に着けると、固く目を閉じたままのシエラをそっと抱き上げ、部屋を出ていった。
















終章










　細かく砕いた宝石をちりばめたような壮大な星空の下、月の光が地上のすべてを冷たく照らしていた。満月を過ぎたといってもまだその力は強く、外に出れば地面に影ができるほどだ。

　命が失われたシエラの体はまるで大きな人形のようだった。クラトスは無言で月明かりの下、彼女を抱いて薔薇園に向かう。アウレストリ家が造ったこの薔薇園に、彼は十年前に少々手を加えていた。広大な敷地に築かれた垣根の配置を換えたのだ。空から見ることができれば、この薔薇園が巨大な円形になっていることがわかるだろう。その中心にクラトスは近づいていた。

　シエラが命の花を咲かせた場所こそ、闇の世界へ続く扉が眠っているのだった。長椅子の上にシエラの体を仰向けに寝かせる。地面に落ちてしまわないように細心の注意を払って、クラトスは後ろに下がった。真っ白なドレスの裾が風でひらひらと揺れている。

「始めるか……」

　一つため息をついたクラトスは両掌を彼女に向かってかざす。やり方を誰かに教わったわけではない。しかし体に流れる血が次に何をすればいいのか指し示すように目まぐるしく体内を巡っていた。

　彼女の体が光の膜で包まれ、その光が絹糸のような細さで周囲に張り巡らされていく。あっという間の出来事だった。光は薔薇の垣根に絡むように伸び続け、交わり、結びつき、やがて巨大な魔方陣を作り上げた。

　横たわるシエラの向こうに、森の木々に匹敵するほど大きな扉が現れた。

「隠れていないで出てきたらどうだ、メリエル」

　真っ直ぐに前を見据えたままのクラトスは、無表情で口を開いた。風になびく長く黒い外套と銀糸のようにさらさらと輝く主の後ろ姿を見ながら、垣根の陰から山高帽を被ったメリエルがひょっこりと現れた。

「ああ、ついにこの時が来たのですね……」

　目を細め、両手を胸の前で合わせてわざとゆっくりとクラトスの後ろにやってきたメリエルは、シエラに手を出したことを咎められるかと内心びくびくしていたが、クラトスが振り向くことはなかった。今更何をしても彼女が目を開けることはないと悟った上で、どうでもよくなったか彼女から命の花の芳香がしなくなって執着がなくなったかのどちらかだろうと、メリエルは背後に立っていることをいいことに、にやにやと陰湿な笑みを浮かべた。

「扉が……開く。これで長かった退屈な時間ももう終わりですね」

　音もなく大きな扉が左右に開いて、夜空よりも濃い暗闇を覗かせているのを見て、メリエルは恍惚とした表情で呟いた。

　唐突にその暗闇に向かって風が吹き始めた。薔薇の花弁が幾重も散って、闇に吸い込まれるように消えていく。暗闇の中で何かがうごめいている気配を感じて、クラトスは唇を引き結んだ。闇の中の影が揺らめいた。

「汝、この扉を通りその先へ進もうとする者よ。その証を示せ」

　はっきりとした姿は見えない。しかし確実にそこにいる大きな気配は二人の頭の中に直接語りかけるような反響した声を発した。様子を窺っているクラトスの真横をメリエルが得意げに躍り出て、暗闇に向かって掌を広げるとそこから奇妙に体をくねらせながらぬるりと大蛇が姿を現した。蛇の背には蝙蝠のような骨の透ける翼がついていた。

「闇の世界のしもべを召喚するのは容易いことではない。よかろう、扉をくぐるがよい」

　声質のはっきりとしない闇の番人の言葉にメリエルは当然とでもいうように鼻を鳴らした。

「さあ、クラトス様。次はあなたの番です。命の種が戻って魔力が元に戻ったのでしょう？」

　メリエルは薄く笑いながらクラトスの顔を見上げた。

「…………」

　無言で一歩後ろに下がったクラトスの瞳の中に紅蓮の炎が揺らめいた。彼の足元から目に見えない強い力が巻き起こり、生け垣の薔薇を散らして赤い花弁の旋風があたり一帯を包む。それだけのことなのに圧倒的な力の差を肌で感じたメリエルの顔がみるみる凍りついた。

　近づくことはおろか、指一本も動かせないメリエルは主の気が落ち着くのを待ったが、突然振り払ったクラトスの右腕から放たれた衝撃波に、身構える隙もなく軽々と吹き飛ばされ、扉の中に勢いよく倒れ込んだ。

「もう一人の候補者よ、その証、しかと見せてもらった。では選定に入ろう。扉をくぐれ」

　クラトスは扉の前に歩み出た。一方、メリエルは声の出どころがわからずに起き上がって闇の中で視線をあちこちに巡らせている。

「聞きたいことがある」

　鼻にかかった長い前髪を掻き上げ、クラトスは真っ直ぐに闇を見つめた。その双眸にはいまだに炎がくすぶっていて、彼の神経が張り詰めたままであることを示していた。

「なんだ？」

「彼女を生き返らせたい」

「……生贄に使用した人間をか……」

　興味深そうに闇の番人が身じろぎしたように感じた。メリエルが蔑むような視線をクラトスに向けた。

「クラトス様、何を仰っているのです？　この娘はもう用済み――」

「黙れ。貴様とは話してはいない！」

「……ひっ」

　一喝され、びりびりと肌に痛いほど感じるクラトスの殺気にメリエルは喉の奥で悲鳴を上げた。

「闇の扉の番人よ。今一度聞く。この者を生き返らせることはできるか？」

「新たな命の種を吹き込めば、容易いこと」

　クラトスはゆっくりと頷いた。

「やはりそれしか方法はないか。しかし命の花が咲けばまた同じことの繰り返しになってしまう」

「……それは命の花がもともとの場所に帰ろうとする本能の為。帰るべき場所がなければ花は咲かずその人間と大人しく共に一生を過ごすだろう」

　帰るべき場所、とクラトスが口の中で闇の番人の言葉を反芻した。

「つまり、俺の魔力のすべてで命の種を構築すればいいということか」

「左様。お前の中の魔力が空になれば命の花は帰るべき場所を見失う」

　それを聞いたクラトスはふと笑った。

「そんな簡単なことでいいのか」

「なっ……。そんなことをすれば、あなたの魔力は永久に失われるのですよ。そんな人間になんの価値があるのですか！」

　メリエルは口角から泡を飛ばしながら喚いた。

「価値はこの俺が決める。この永い命に、無為な時間にこそ一体何の価値があるという？」

　自身の左胸に手を置いて、クラトスは闇の中に座りこんでいるメリエルの姿を見下ろした。

「ではその生贄の魂はそちらの世界に帰してやろう。しかし魂がなければこの扉を閉じることはできないが、どうする？　二つの世界が混じりあえばただでは済まない」

「代わりはそこにいる。清らかとは縁のない命だが、ないよりはマシだろう」

　クラトスは顎でしゃくって見せた。

「まあよかろう」

「ど、どこに……？」

　きょろきょろとあたりを見回すメリエルの体に突然闇の霧がまとわりついた。

「ひ……っ、な、なぜですか、クラトス様！」

　己が身代わりなのだと悟ったメリエルは蒼白な顔で霧を振り払おうとしたものの、その腕が霧にのまれて見えなくなっているのに気づいて悲鳴を上げた。

「シエラにしたことを俺が黙って見過ごすとでも思っていたか。その身で罪を贖え」

「あぁ……っ。か、体が……！　クラトス様ぁ……！」

　絶叫しながら闇にのまれていくメリエルを冷たく見送ったクラトスは、扉がゆっくりと閉じていくのに気づいた。

「闇の王が誕生しなければあちらの世界はどうなる？」

　細くなっていく深い闇にクラトスは問いかけた。

「いつかまた候補者が現れるか、または王のいない新しい世界になるか……それは私にもわからない」

　扉が静かに閉じると、それは瞬く間に消え失せていた。視線を地上に向けると、扉を開ける前と変わらず、白いドレスに身を包んだシエラの姿があった。

「シエラ。俺の身勝手でお前の命を救うことを許してくれ」

　彼女の傍に膝をつくと、自身の左胸に掌を当てたクラトスの銀色の前髪がふわりと風で持ち上がり、指の間から光が溢れだした。それを握りこむように指を曲げ、まばゆい輝きに包まれた塊をシエラの体にかざす。

　柔らかな光は彼女の体の中に音もなく吸い込まれていった。その途端、眩暈がしてクラトスは長椅子に手を突く。体が重く感じて、わずかに眉をしかめた。

「もう何の力も残っていない、か……」

　クラトスはシエラを長椅子から下ろし、抱きかかえた。

　腕の中のシエラは月明かりのせいか、まだ青白く生気がなかった。夜風が彼女の髪の毛を優しく撫でていく。

　クラトスは初めて彼女に口づけた時と同じく、そのふっくらとした唇に触れ、愛おしそうに小さく音を立ててゆっくりと離れた。それでも微動だにしない彼女の唇に祈りを込めるように何度も口づけを重ね合わせ、力強く彼女の体を抱き寄せる。

「シエラ。目を覚ませ」

　その声に反応するように、ぴくりとシエラの指先が動き、何かを探すようにゆっくりと伸びた。クラトスはその冷たい手に自分の指を絡ませ、彼女の顔を見つめた。瞼が震え、ぎゅっと眉が寄せられる。可憐な唇がかすかに開き、胸の動きと共に大きな吐息が漏れた。

「シエラ……」

　静かに呼びかけると彼女は長い睫毛に隠されていた翡翠色の瞳を開いた。その双眸には丸い月が光を帯びて浮かんでいる。

「クラトス様……？」

　愛する人の姿を見つけると瞳の中の光が淡く揺れて、彼女はふわりと微笑んだ。

「よかった、シエラ……！」
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　彼女が驚いて目を丸くするのも気にも留めず、クラトスはシエラを力いっぱい抱き締めた。肌は夜気に当たっているせいかまだ冷たかったが、とくとくと体の中に流れる温かな心音が聞こえてクラトスは安堵のため息をついた。

「二度とお前を失うものか」

「ど、どういうことですか、クラトス様？　私は死ぬはずだったんじゃ……」

「もういいんだ」

「もういいって……。あちらの世界に帰って王様になるんでしょう？」

「俺は、お前と同じ時を歩むことを選んだ」

「えっ……」

　シエラは絶句して、大きな瞳を精一杯見開くと彼の顔を見つめ返した。一体何が起きたというのだろう。クラトスと結ばれた後、意識がなくなって、その後の記憶は一切ない。見渡せばここは彼と初めて口づけを交わした薔薇園の中だ。

（服だって見たこともないドレスに……）

　シエラは自身が身に着けている純白のドレスを見下ろし、まるで花嫁衣裳のようだと思った。

「王になることよりも大切なものを見つけた。命を懸けても守りたいものを」

　クラトスに青く澄んだ瞳で真っ直ぐに見つめられ、冷たい頬に温かな掌で包み込まれる。

「お前の純真で清らかな心に寄り添って生きていくことができるのなら、俺は何もいらない」

「クラトス様……」

「命の花はもう開花することはない。今のお前にとって俺の存在など無価値かもしれないがな」

　クラトスに惹かれるのは錯覚で、すべては命の花の本能にすぎないと以前彼に教わったことを思い出す。それがなければ振り向くことさえないのだと。

「もし、今私がクラトス様に興味がないと言ったらどうなさいますか？」

　シエラがそう言うとクラトスはわずかに息を吞んだように見えたが、すぐにいつもの自信たっぷりの表情に戻り、シエラに顔を近づけた。

「今からでも俺に夢中にさせるだけだ」

　耳元で囁かれ、シエラは甘く危険な香りにぞくりと震えた。

「花の期限も命が尽きる心配もない。お前を俺のすべてで満たすまでだ」

　かあっと熱くなった耳朶にクラトスの濡れた舌先が触れ、思わず首を竦めた。

「クラトス様……、私、興味がないなんて嘘で……」

「聴こえないな」

　わざと大きな水音を立てながら、クラトスはシエラの耳朶を甘噛みして弄ぶ。彼女の体の奥に小さな炎がついたみたいに、じんと熱くなる。

　クラトスの掌はシエラの胸元のドレスを引きおろし、月光に晒された雪のような柔肌をまろやかに撫でまわした。

「温かくて柔らかい。熟れた果実のような甘い香りがする」

　顔を寄せて淡く色づいた頂に囁きかけると、シエラはその吐息だけでくらくらと眩暈がした。

「ここ、芽吹いたばかりの若い蕾のようになっているぞ。まだ何もしていないのに」

　柔肌の頂を人差し指の腹でそっと撫でられ、シエラはクラトスの腕の中でびくんと腰を浮かせた。

「あ……っ、いや……」

　触れるか触れないかのぎりぎりの距離で指先を往復され、頂が震えながらますます硬く尖って感度が研ぎ澄まされていくようだった。頬を染めながら、クラトスにぎゅっとしがみつく。

「こんなに硬くなってはかわいそうだな。ほぐしてやろう」

「あっ、ふあぁ……っ」

　二本の指先に摘ままれただけでも、頭の先まで甘く痺れるというのに、クラトスはさらに摘み上げて伸ばしてみたり、こりこりと強弱をつけて扱いてきたりした。体の奥から溢れた熱がとろりと蜜になって下衣に染み込む。ひくひくとくすぐったいような感覚にシエラは太腿を擦り合わせた。

（まだ、胸を触られただけなのに……、こんなに体が熱いなんて……）

　ふいに激しく貫かれた記憶がよみがえってきて、シエラの心にさらに火が着き、指先までの感覚が鋭くなっていく。

「んっ……」

　少し開いた無防備な唇にクラトスの唇が重なり、シエラは瞳を閉じた。何も見えなくなった分、触れ合っている部分に意識がもっていかれる。掌で甘く弄ばれている左の果実がしっとりと汗ばんできて、さらに彼の指先が果実に吸いついてくるようだった。重なり合う唇もお互いの体温が混じりあって、瑞々しい音を立てながら溢れた唾液を交互に味わう。シエラの可愛らしい舌先はクラトスに執拗なまでに絡め取られ、吸い上げられる。口腔内の隅々まで念入りに愛され、唇が離れた頃にはシエラの頭の中は桃色に霞んで、指先までじんと麻痺してしまったように動かせなくなっていた。

「シエラ。もっと深くまで愛したい」

　真っ白なドレスはいつの間にか背中の紐を解かれて腰のあたりまでずり下げられ、二つの果実を力いっぱい寄せ上げたクラトスはその真ん中に集まった二つの頂に口づけた。

「あぁ……っ、クラトス様。私も……」

　手を離した反動で揺れる果実から、再びじんと甘い痺れが伝わってきてシエラは嘆息した。ドレスの上から脚の付け根を弄られて、シエラはもじもじと体を揺らす。夜気に触れて冷たくなった下衣を早く脱ぎたかった。ねっとりと欲望が渦巻いている蜜壺を熱い楔で掻き回してほしいと彼女は心から願った。

（やっぱり命の花なんて関係ない。私はクラトス様が好き……）

　再び口づけを交わし、うっとりとクラトスに身を委ねた。

　薔薇の芳香に包まれて、互いの体温が熱を帯びて混じりあっていくのを月が優しく見守っていた。
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